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卒園・卒業

おめでとうございます

ゆり姉さん

今年は新型コロナウイルス感染拡大を防ぐため、
卒業式の規模を縮小して、挙行されました。
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私
は
、
村
長
に
就
任
来
、
16
年

を
数
え
、
４
期
目
も
最
終
年
に
入

り
、過
去
を
振
り
返
り
な
が
ら「
真

狩
村
の
確
か
な
未
来
へ
の
繁
栄
」

を
念
頭
に
置
き
、
令
和
２
年
度
当

初
予
算
を
編
成
し
て
、
本
定
例
会

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
２
０
２
０
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

年
で
あ
り
ま
す
。
57
年
前
、
五
輪

史
上
初
の
衛
星
中
継
が
行
わ
れ
、

世
界
が
見
守
る
中
、
ア
ジ
ア
で
初

と
な
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
、
戦
後
日
本
が
復
興
を
成
し
遂

げ
、
高
度
成
長
の
新
し
い
時
代
へ

と
踏
み
出
し
て
行
く
。
そ
の
こ
と

を
世
界
に
力
強
く
発
信
す
る
も
の

で
あ
っ
た
と
同
時
に
国
民
が
一
丸

と
な
っ
て
成
し
遂
げ
、
躍
動
感
あ

ふ
れ
る
日
本
の
姿
に
注
目
を
集
め

ま
し
た
。本
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
ま
た
、
日
本

全
体
が
力
を
合
わ
せ
て
、
世
界
中

に
感
動
を
与
え
る
最
高
の
も
の
と

し
、
そ
こ
か
ら
日
本
の
新
し
い
時

代
へ
と
何
か
が
生
み
出
さ
れ
る
よ

う
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
の
時
代
も
終
わ
り
、「
初

春
の
令
月
に
し
て
気
淑
く
風
和
ら

ぎ
」
の
万
葉
集
か
ら
出
典
さ
れ
た

令
和
に
時
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、

昨
年
も
異
常
気
象
の
中
、
九
州
北

部
豪
雨
、
房
総
半
島
台
風
、
東
日

本
台
風
で
は
、
長
期
に
及
ぶ
大
停

電
や
１
０
０
箇
所
を
超
す
河
川
の

氾
濫
が
起
こ
り
、
激
甚
災
害
の
指

定
を
始
め
、
災
害
救
助
法
適
用
自

治
体
は
、
14
都
県
の
３
９
０
市
区

町
村
と
な
り
、
東
日
本
大
震
災
を

超
え
、
過
去
最
大
の
適
用
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

国
の
国
土
強
靭
化
計
画
に
倣

い
、
本
村
に
お
い
て
は
、
真
狩
村

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
を
元
年
度

に
策
定
し
ま
し
た
が
、「
災
害
は

忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」
は
従

前
の
言
葉
で
あ
り
、今
は「
１
０
０

年
に
一
度
の
災
害
は
来
年
く
る
」

と
心
が
け
、
災
害
か
ら
人
命
を
守

る
た
め
の
防
災
体
制
、
危
機
管
理

を
強
め
て
行
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
年
明
け
か
ら
報
道
さ
れ

て
い
る
中
国
の
湖
北
省
武
漢
で
発

症
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
、
感
染
拡
大
が
深
刻
と
な
っ
て

お
り
、
２
月
半
ば
で
中
国
で
の
死

者
は
、
２
１
１
２
人
を
数
え
日
本

で
も
３
人
の
死
者
が
出
て
お
り
、

国
際
社
会
、
経
済
へ
の
影
響
が
大

き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
観
光
で

来
日
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
数
を

２
０
３
０
年
、
６
千
万
人
と
い
う

目
標
の
実
現
が
危
惧
さ
れ
る
状
況

で
あ
り
、
中
国
人
の
入
国
を
拒
否

す
る
諸
国
も
あ
り
、
世
界
の
人
の

流
れ
が
、
鈍
化
す
る
懸
念
が
あ
り

ま
す
。

　

農
作
物
の
輸
出
に
つ
い
て
は
、

年
々
増
加
は
し
つ
つ
あ
る
も
の

の
、
１
兆
円
の
目
標
に
は
遠
く
届

か
ず
、
こ
の
度
の
感
染
症
の
終
息

を
見
る
ま
で
は
、
見
通
し
の
立
た

な
い
状
況
で
す
。

　

世
界
へ
目
を
向
け
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
も
必
要
で
は
あ
り
ま
す
が
、
豪

雨
や
地
震
の
自
然
災
害
に
よ
る
被

災
地
に
あ
っ
て
は
、
風
評
も
伴
い

令
和
２
年
度

　
　

村
政
執
行
方
針

真
狩
村
長　

佐
々
木　

和
見

村
政
執
行
の
基
本
姿
勢

観
光
客
の
激
減
が
生
じ
る
こ
と
も

受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
、
幸

い
本
村
は
開
拓
か
ら
今
日
ま
で
、

大
洪
水
や
地
震
と
い
っ
た
自
然
災

害
に
よ
る
大
き
な
被
害
も
な
く
歩

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
災

害
か
ら
郷
土
を
守
る
防
災
減
災
も

必
要
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、

自
ら
の
命
を
守
る
た
め
に
は
、
災

害
の
少
な
い
と
こ
ろ
へ
居
住
を
移

す
こ
と
も
選
択
肢
の
一
つ
で
あ

り
、
ひ
か
り
団
地
の
分
譲
を
促
進

す
る
上
で
、
大
い
に
災
害
の
少
な

い
村
で
あ
る
こ
と
の
周
知
も
肝
要

と
思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
、
早
期
の

完
売
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

日
本
社
会
に
お
い
て
、
少
子
高

齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
が
急
激
に

進
む
中
、
１
億
人
の
人
口
を
維
持

す
る
べ
く
、
各
自
治
体
が
人
口
の

減
少
を
緩
や
か
に
す
る
と
と
も

に
、
都
市
か
ら
地
方
へ
の
人
の
流

れ
を
推
し
進
め
、
地
方
の
輝
け
る

未
来
を
切
り
拓
く
こ
と
が
、
地
方

創
生
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
村
の
地
方
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
総
合
戦
略
の
第
１
期
目
の
５
年

間
が
終
了
し
、
第
２
期
目
の
総
合

戦
略
へ
の
取
組
に
入
る
と
と
も

に
、
第
６
次
真
狩
村
総
合
計
画
策

定
の
年
で
あ
り
ま
す
。
１
期
目
の

検
証
と
し
て
は
、
移
住
・
定
住
者

の
住
居
確
保
の
た
め
、
共
同
賃
貸

住
宅
建
設
費
補
助
の
実
施
や
子
育

て
中
の
若
い
世
代
の
負
担
軽
減
の

た
め
の
保
育
使
用
料
の
減
額
な
ど

に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
人
口
の
減

少
は
緩
や
か
に
抑
え
る
こ
と
が
で

き
、令
和
元
年
12
月
末
の
人
口
は
、

２
０
７
９
人（
外
国
人
35
人
含
む
）

で
あ
り
、
前
年
比
23
人
の
減
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
隣
国
の
韓
国

で
は
、出
生
率
が
０
．８
台
と
な
っ

た
と
の
報
道
が
あ
り
、
国
家
滅
亡

説
も
さ
さ
や
か
れ
る
中
で
す
が
、

日
本
の
出
生
率
も
１
．４
で
あ
り
、

本
村
に
お
い
て
も
子
ど
も
の
出
生

数
が
二
桁
を
維
持
で
き
る
よ
う
、

子
育
て
支
援
の
充
実
に
努
め
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
人
口

２
０
０
０
人
の
村
の
維
持
を
目
指

し
、
移
住
者
の
皆
さ
ん
を
始
め
、

※
村
政
執
行
方
針
・
教
育
行
政
執
行
方
針
と
も
に
、　

３
月
11
日
の
第
１
回
定
例
議
会
で
述
べ
た
も
の
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。



3

令和２年度　村政執行方針

　

政
府
は
、国
内
経
済
に
つ
い
て
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
推
進
に
よ
り
、

長
期
に
わ
た
り
回
復
を
持
続
さ
せ

て
お
り
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
名
目
・
実
質

と
も
に
過
去
最
大
規
模
に
達
し

た
。
ま
た
、
雇
用
・
所
得
環
境
も

改
善
し
、
景
況
感
の
地
域
間
の
ば

ら
つ
き
も
小
さ
く
な
っ
て
い
る
な

ど
、
地
方
に
お
け
る
経
済
の
好
循

環
の
前
向
き
な
動
き
が
生
ま
れ
始

め
て
お
り
、
今
後
に
お
い
て
も
景

気
は
緩
や
か
に
回
復
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
も
の
の
、
消
費
税
率

引
上
げ
後
の
経
済
動
向
を
注
視
す

る
と
と
も
に
、
米
中
貿
易
摩
擦
な

ど
海
外
発
の
下
方
リ
ス
ク
に
よ
る

悪
影
響
に
備
え
る
必
要
が
あ
る
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
に
つ
い
て
は
、
国
・

地
方
の
債
務
残
高
が
G
Ｄ
Ｐ
の
２

倍
程
度
に
膨
ら
み
、
な
お
も
更
な

る
累
積
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
引

き
続
き
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ

る
中
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
６
０
０
兆
円
経
済

と
財
政
健
全
化
目
標
の
達
成
に
向

け
、
潜
在
成
長
率
の
引
上
げ
に
よ

る
成
長
力
の
強
化
を
目
指
し
、
超

ス
マ
ー
ト
社
会
で
あ
る
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ

ｅ
ｔ
ｙ
（
ソ
サ
エ
テ
ィ
）
５
．
０

時
代
に
向
け
た
人
材
・
技
術
な
ど

へ
の
投
資
や
、
生
産
性
の
飛
躍
的

向
上
に
取
り
組
む
。

　

少
子
化
に
正
面
か
ら
立
ち
向
か

い
、
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
の

た
め
、
希
望
出
生
率
１
．
８
、
介

護
離
職
ゼ
ロ
、「
人
づ
く
り
革
命
」

と
「
働
き
方
改
革
」
の
た
め
の
対

策
を
推
進
し
つ
つ
、
全
世
代
型
社

会
保
障
の
構
築
に
向
け
、
社
会
保

障
全
般
に
わ
た
る
持
続
可
能
な
改

革
を
進
め
る
。

　

加
え
て
、
自
然
災
害
か
ら
の
復

興
や
国
土
強
靭
化
、
地
方
創
生
、

地
球
温
暖
化
な
ど
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
へ
の
対
応

を
含
む
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
社
会
と

の
連
携
な
ど
重
要
課
題
へ
の
取
組

行
財
政
に
つ
い
て

■
財
政
の
現
状
と
予
算
編
成

　

に
つ
い
て

を
行
う
な
ど
の
基
本
方
針
を
示
し

て
お
り
ま
す
。

　

本
村
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
国

の
経
済
対
策
の
動
向
に
十
分
注
視

す
る
と
と
も
に
、
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
に
柔
軟
、
か
つ
、
ス
ピ
ー

ド
感
の
あ
る
行
政
運
営
を
行
い
な

が
ら
、
活
力
あ
る
村
づ
く
り
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
村
の
令
和
２
年
度
予
算
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
こ
数
年
来
の
地
方

交
付
税
の
減
額
に
よ
り
、
財
源
不

足
を
補
う
た
め
基
金
繰
入
金
が
増

加
し
て
お
り
、
基
金
残
高
も
令
和

元
年
度
末
に
は
、
６
億
円
程
度
に

な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
中
、
事

務
経
費
や
施
設
管
理
経
費
等
の
抑

制
に
努
め
な
が
ら
、
一
般
会
計
と

五
つ
の
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
予

算
総
額
は
31
億
５
１
２
８
万
３
千

円
と
な
り
、対
前
年
度
比
６
．６
％

の
減
と
な
っ
て
お
り
、
一
般
会
計

予
算
は
、
25
億
８
８
８
９
万
7
千

円
と
な
り
、対
前
年
度
比
５
．３
％

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
村
税

で
、
給
与
所
得
、
営
業
所
得
等
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
踏

ま
え
た
税
収
を
見
込
み
、
前
年
度

か
ら
48
万
５
千
円
増
額
の
課
税
標

準
額
２
億
２
２
９
１
万
１
千
円
を

見
込
み
ま
し
た
。
収
入
割
合
54
％

を
占
め
る
地
方
交
付
税
は
、
実
績

と
消
費
税
の
増
収
な
ど
に
よ
る
国

の
地
方
交
付
税
総
額
の
増
加
を
勘

案
し
前
年
度
か
ら
６
７
０
０
万
円

増
額
の
14
億
４
０
０
万
円
を
見
込

ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
不
足
す

る
財
源
に
つ
い
て
は
、
財
政
調
整

基
金
や
公
共
施
設
整
備
基
金
な
ど

の
基
金
を
１
億
７
１
４
４
万
円
取

崩
し
て
補
填
し
、
収
支
の
均
衡
を

図
り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
総
務
費
で
、
避
難

所
非
常
用
電
源
設
備
設
置
工
事
な

ど
に
よ
る
増
額
分
は
あ
る
も
の

の
、
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
更

新
工
事
の
完
了
な
ど
に
よ
り 

７
２
１
１
万
９
千
円
の
減
額
、
土

木
費
で
、
除
雪
機
械
更
新
な
ど
に

よ
る
増
額
分
は
あ
る
も
の
の
、
ひ

か
り
団
地
造
成
工
事
の
完
了
な
ど

に
よ
り
１
７
５
０
万
１
千
円
の
減

額
、教
育
費
で
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
に
対
応
し
た
学
校
施
設
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
設
置
工
事
な
ど
に
よ
る

増
額
分
は
あ
る
も
の
の
、
真
狩
小

学
校
ボ
イ
ラ
ー
更
新
工
事
の
完
了

な
ど
に
よ
り
７
１
０
４
万
２
千
円

の
減
額
と
な
り
、
総
額
で
前
年
度

を
５
．
３
％
減
額
す
る
予
算
編
成

と
し
ま
し
た
。

　

行
政
全
般
に
わ
た
る
コ
ス
ト
意

識
を
一
層
高
め
な
が
ら
、
経
費
の

節
減
に
よ
る
予
算
の
執
行
と
村
税

を
は
じ
め
と
す
る
収
入
の
的
確
な

確
保
を
図
り
、
安
定
し
た
財
政
基

盤
の
維
持
に
努
め
、
地
方
創
生
に

対
応
し
た
行
政
事
務
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　　

防
災
対
策
に
つ
い
て
、近
年
は
、

異
常
気
象
の
影
響
や
大
地
震
に
よ

り
災
害
が
い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら

な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
災
害
時
の
対
応
や
避
難
所
の

場
所
な
ど
を
ま
と
め
た
防
災
の
し

お
り
を
更
新
し
て
各
世
帯
に
配
布

す
る
な
ど
、
防
災
意
識
の
高
揚
を

図
り
な
が
ら
防
災
体
制
を
整
え
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
に
よ

る
停
電
の
長
期
化
に
備
え
本
年
度

は
、
拠
点
的
な
避
難
所
と
な
る
公

民
館
や
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
非

常
用
電
源
設
備
を
設
置
し
、
避
難

所
開
設
時
の
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
に

努
め
ま
す
。

　

消
防
・
救
急
業
務
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
安
全
安
心
を
守
る
た
め
、

火
災
防
御
態
勢
に
万
全
を
期
す
地

域
消
防
力
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
最

も
身
近
な
存
在
で
あ
る
消
防
団
に

つ
い
て
は
、
団
員
定
数
を
確
保
し

な
が
ら
必
要
な
安
全
装
備
品
の
整

■
安
全
で
安
心
な
村
づ
く
り

　

に
つ
い
て

村
民
一
人
ひ
と
り
が
安
心
安
全
で

心
身
の
健
康
を
育
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
ま
た
、
清
涼
な
水
と
空

気
、
肥
沃
な
大
地
か
ら
生
産
さ
れ

る
美
味
し
い
農
産
物
を
全
国
へ
届

け
る
使
命
感
の
も
と
、
主
た
る
産

業
の
農
業
と
と
も
に
輝
か
し
い
未

来
へ
羽
ば
た
け
る
よ
う
、
皆
さ
ん

と
一
緒
に
精
励
し
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。
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力
強
い
農
業
で
農
業
農
村
の
持
続
的
な
発
展

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
４

月
上
旬
か
ら
の
好
天
に
よ
り
春
耕

作
業
も
平
年
並
み
に
開
始
さ
れ
、

備
等
を
進
め
、
現
場
活
動
の
向
上

と
活
性
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
・
防
犯
対
策
に
つ
い

て
は
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
撲
滅

す
る
た
め
、
村
民
の
交
通
安
全
意

識
の
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、

村
民
参
加
に
よ
る
交
通
安
全
運
動

を
推
進
す
る
ほ
か
、
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、
本
年
度
も
引
き

続
き
各
種
取
組
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
犯
罪
防
止
に
努

め
る
た
め
、
犯
罪
抑
止
効
果
が
高

い
と
さ
れ
る
防
犯
カ
メ
ラ
を
市
街

地
に
計
画
的
に
設
置
し
て
い
ま
す

が
、
本
年
度
は
交
流
プ
ラ
ザ
前
の

道
道
沿
い
に
設
置
い
た
し
ま
す
。

　

消
費
者
行
政
に
つ
い
て
は
、
消

費
者
を
騙
す
悪
質
な
商
法
が
年
々

巧
妙
化
す
る
中
、
国
の
財
政
支
援

を
活
用
し
７
町
村
で
設
置
し
た

「
よ
う
て
い
地
域
消
費
生
活
相
談

窓
口
」
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、

消
費
者
相
談
の
取
組
を
積
極
的
に

推
進
す
る
な
ど
、消
費
者
の
安
全
・

安
心
を
確
保
す
る
た
め
の
消
費
者

行
政
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
行
政
諸
事
務
に
つ
い
て

５
月
は
平
均
気
温
、
最
高
気
温
共

に
高
く
全
般
的
に
植
付
け
・
播
種

作
業
は
順
調
に
推
移
し
、
６
月
か

ら
９
月
に
か
け
て
気
温
・
日
照
時

間
と
も
平
年
並
み
と
な
り
ま
し

た
。
基
幹
作
物
の
品
質
・
収
量
は
、

平
年
並
み
か
ら
や
や
上
回
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
が
、
野
菜
の
市
場

価
格
は
安
値
相
場
で
推
移
し
、
特

に
人
参
は
前
年
対
比
約
半
分
程
度

の
販
売
金
額
と
な
り
本
年
度
の
農

業
粗
生
産
額
は
、
前
年
度
を
大
き

く
下
回
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
農
業
・
農
村
を
取
り
巻

く
国
際
情
勢
は
、
米
国
と
の
貿
易

協
定
が
発
効
さ
れ
た
こ
と
で
、

２
０
１
８
年
の
環
太
平
洋
連
携
協

定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）、
２
０
１
９
年
の

欧
州
連
合
と
の
経
済
連
携
協
定

（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
に
続
き
、
３
年
連
続

で
の
大
規
模
な
市
場
開
放
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
東
ア
ジ
ア
地

域
包
括
的
経
済
連
携（
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）

の
署
名
を
目
指
し
て
お
り
、
一
層

の
自
由
化
の
波
に
さ
ら
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
国
内
に
お
い
て
は
、
今

後
10
年
の
目
指
す
べ
き
姿
を
描
く

新
た
な
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

計
画
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、政
府
は
「
生
産
基
盤
の
維
持
・

強
化
が
欠
か
せ
な
い
。
特
に
家
族

経
営
や
中
小
規
模
農
家
に
目
配
り

す
る
」
と
の
方
向
性
を
示
し
て
い

ま
す
。
ま
た
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
お

い
て
も
、
家
族
農
業
と
中
小
規
模

農
家
の
経
営
維
持
・
継
承
へ
の
支

援
強
化
を
提
起
し
て
い
ま
す
。
本

村
農
業
・
農
村
が
持
続
的
に
発
展

し
て
い
く
た
め
に
は
、
規
模
や
形

態
に
か
か
わ
ら
ず
、
担
い
手
が
生

産
性
の
高
い
経
営
を
実
現
し
、
力

強
い
農
業
と
活
力
あ
る
農
村
を
確

立
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
「
農
業
の
有
す
る
多
面
的
機
能

の
発
揮
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
、
農
業
農
村
の
多
面
的

機
能
の
発
揮
の
た
め
の
地
域
活
動

を
支
援
す
る
「
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
事
業
」、
自
然
環
境
の
保

全
に
資
す
る
農
業
生
産
活
動
を
支

援
す
る
「
環
境
保
全
型
農
業
直
接

支
払
交
付
金
事
業
」、
産
地
の
収

益
力
強
化
と
担
い
手
の
経
営
発
展

の
た
め
、
産
地
・
担
い
手
の
発
展

の
状
況
に
応
じ
て
必
要
な
農
業
用

機
械
、
施
設
の
導
入
を
支
援
す
る

「
経
営
体
育
成
支
援
事
業
」
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
農
業
分
野

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ガ
イ
ダ
ン
ス
シ
ス

テ
ム
の
導
入
農
業
者
を
モ
ニ
タ
ー

に
委
嘱
し
、
情
報
収
集
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
労
働
力
の
軽
減
や

経
営
の
効
率
化
が
図
ら
れ
る
と
い

う
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
シ

ス
テ
ム
の
普
及
に
向
け
、
購
入
費

の
一
部
に
対
し
助
成
を
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
・
農
村
が
持
続
的
に
発
展

し
て
い
く
た
め
に
は
、
農
地
の
整

備
を
計
画
的
に
実
施
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
引
き
続
き
道
営
事

業
の
「
水
利
施
設
等
保
全
高
度
化

事
業
（
特
別
型
・
畑
地
帯
担
い
手

育
成
型
）」
が
採
択
さ
れ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

酪
農
・
畜
産
に
つ
き
ま
し
て
は
、

乳
牛
の
資
質
の
向
上
に
向
け
、
よ

う
て
い
乳
牛
検
定
組
合
運
営
事
業

補
助
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
村
営

美
原
牧
場
に
つ
い
て
も
、
引
き
続

き
指
定
管
理
者
に
よ
る
健
全
で
効

果
的
な
管
理
運
営
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

エ
ゾ
シ
カ
、
ア
ラ
イ
グ
マ
等
の

鳥
獣
に
よ
る
農
業
被
害
防
止
に
つ

い
て
は
、
鳥
獣
被
害
防
止
措
置
法

に
よ
り
村
が
作
成
す
る
被
害
防
止

計
画
に
基
づ
く
取
り
組
み
を
国
が

総
合
的
に
支
援
す
る
「
鳥
獣
被
害

防
止
緊
急
捕
獲
活
動
支
援
事
業
」

及
び
村
が
負
担
し
た
経
費
に
対

し
、
交
付
さ
れ
る
特
別
交
付
税
を

活
用
し
て
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

林
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
未

来
に
つ
な
ぐ
森
づ
く
り
推
進
事

業
」
を
活
用
し
、
民
有
林
整
備
の

支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

　

本
年
度
は
、
村
長
選
挙
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
選
挙
事
務
の
適
正
な

管
理
執
行
に
努
め
、
投
開
票
事
務

作
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
え
る
よ

う
、
公
正
な
選
挙
事
務
に
万
全
を

期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
社
会
の
進
展
に
伴

い
、
急
速
に
変
化
す
る
社
会
状
況

や
複
雑
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ

に
的
確
か
つ
迅
速
に
対
応
す
る
た

め
に
は
、
柔
軟
か
つ
弾
力
的
に
判

断
決
定
で
き
る
体
質
の
構
築
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
各
種
職
員
研

修
へ
の
派
遣
や
人
事
評
価
制
度
の

充
実
に
よ
り
、
職
員
の
意
識
・
能

力
の
向
上
及
び
組
織
の
活
性
化
に

務
め
な
が
ら
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

　

協
働
の
村
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
村
政
懇
談
会
や
村
政
推
進

会
議
な
ど
を
通
じ
て
、
広
く
村
民

の
意
見
を
行
政
施
策
に
反
映
さ
せ

る
と
と
も
に
、
村
広
報
誌
の
充
実

や
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
有
効
に

活
用
し
、
行
政
情
報
の
提
供
な
ど

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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令和２年度　村政執行方針

地
方
創
生
に
よ
る
村
づ
く
り
と
商
工
観
光
の
推
進

　

平
成
27
年
度
よ
り
５
ケ
年
計
画

で
進
め
て
い
た
、
第
１
期
地
方
創

生
の
「
真
狩
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合

戦
略
」
は
、
４
本
の
基
本
目
標
を

掲
げ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
進

め
、
目
標
人
口
２
０
０
０
人
を
維

持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
本
年
度
よ
り
第
２
期
地

方
創
生
が
始
ま
り
ま
す
が
、
国
で

は
「
移
住
・
関
係
人
口
」
の
創
出

を
指
針
と
し
て
掲
げ
て
お
り
ま

す
。
第
２
期
「
真
狩
村
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

総
合
戦
略
」
も
第
１
期
同
様
に
４

本
の
基
本
目
標
と
目
標
人
口
を
定

め
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
り
、
目

標
達
成
の
た
め
の
施
策
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

し
り
べ
し
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
」
マ
ッ
チ
ン
グ
プ
ラ
ン
と
連

携
し
、
夏
場
の
労
働
力
不
足
の
緩

和
に
努
め
、
研
修
セ
ン
タ
ー
を
働

き
手
の
宿
泊
施
設
と
し
て
更
に
活

用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
第
５
次
真
狩
村
総
合
計
画
」

に
基
づ
き
、
村
で
は
「
笑
顔
咲
く

　

ふ
れ
あ
い
の
村　

ま
っ
か
り
」

を
目
標
に
各
種
事
業
を
進
め
て
お

り
ま
す
が
、
本
年
度
で
計
画
の
終

了
を
迎
え
ま
す
。
本
年
も
引
き
続

き
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政

運
営
を
示
す「
第
６
次
総
合
計
画
」

の
策
定
作
業
を
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

移
住
・
定
住
対
策
と
し
て
は
、

前
年
度
完
成
し
た
、
ひ
か
り
団
地

は
、
個
人
住
宅
用
７
区
画
、
民
間

賃
貸
住
宅
用
２
区
画
の
分
譲
を
本

年
２
月
か
ら
開
始
し
て
お
り
ま
す

が
、
村
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
早

期
完
売
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
定
住
人
口
の
確
保
を
目

指
し
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
賃
貸

共
同
住
宅
等
の
建
設
に
対
し
て
、

建
設
費
の
一
部
を
助
成
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

創
業
戦
略
の
推
進
の
た
め
、
ひ

か
り
団
地
隣
接
地
の
旧
真
狩
村
農

業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
環

　

村
で
は
、
創
業
支
援
事
業
を
創

設
し
、
こ
れ
ま
で
10
件
の
新
規
創

業
者
が
開
店
を
し
、
少
し
ず
つ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
賑
わ
い
が
見
え

つ
つ
あ
り
ま
す
。
真
狩
村
小
規
模

企
業
振
興
基
本
条
例
に
則
り
、
地

域
社
会
の
発
展
に
資
す
る
べ
く
、

本
年
も
引
き
続
き
、
新
た
な
創
業

者
の
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
、
商
工
会
に
お
い
て
も
小
規
模

事
業
者
持
続
化
補
助
金
の
実
施
に

よ
り
、
既
存
商
工
業
者
の
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
経
済
の
持
続
的
な
成
長

と
活
性
化
の
た
め
に
は
、
中
小
事

業
者
の
育
成
・
強
化
が
必
要
で
あ

り
、
商
工
会
の
運
営
、
会
員
の
経

営
改
善
普
及
事
業
や
活
性
化
推

進
、
研
修
等
の
事
業
、
毎
年
恒
例

の
お
盆
お
楽
し
み
祭
り
事
業
、

ま
っ
か
り
バ
ル
街
事
業
に
つ
い
て

も
、
よ
り
一
層
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
図
れ
る
場
と
の
位
置
づ

け
か
ら
補
助
を
継
続
い
た
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
商
工
会
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
会
の
販
売
促
進
事
業
等
の

商
工
業
活
性
化
事
業
に
対
し
て
も

補
助
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
に
つ
き
ま
し
て
は
、
外
国

人
観
光
客
の
増
加
に
伴
い
、
英
語

版
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
置
や

道
の
駅
内
に
お
け
る
案
内
業
務
や

観
光
情
報
の
発
信
・
村
の
Ｐ
Ｒ
を

境
に
調
和
し
た
新
た
な
創
業
を
目

指
す
事
業
者
に
対
し
売
り
払
い
を

行
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
に
つ
い

て
は
、
利
用
者
の
利
便
性
を
高
め

る
た
め
、
受
付
窓
口
の
拡
大
と
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
申
し
込

み
・
決
済
に
よ
る
取
り
扱
い
を
進

め
て
お
り
ま
す
が
、
返
礼
品
に
新

た
な
特
産
品
の
掘
り
起
こ
し
や
人

気
商
品
の
充
実
確
保
を
図
り
、
寄

付
の
拡
大
と
と
も
に
継
続
的
な
関

係
人
口
の
増
大
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に
お
い

て
は
、
観
光
Ｐ
Ｒ
、
物
産
展
な
ど

地
域
お
こ
し
の
支
援
、
情
報
の
発

信
な
ど
様
々
な
地
域
協
力
活
動
を

行
い
な
が
ら
、
除
隊
後
の
本
村
定

住
へ
と
結
び
つ
く
活
動
を
担
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

国
内
経
済
は
、
各
種
政
策
の
効

果
も
あ
っ
て
、
緩
や
か
に
回
復
傾

向
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
商
工
会

は
会
員
事
業
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
多
種
多
様
な
支
援
を
行
う
こ

と
、
ま
た
地
域
に
根
ざ
し
た
住
民

生
活
に
貢
献
し
て
い
く
使
命
を
も

持
っ
て
い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て

会
員
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が

進
ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
を
充
分
に

果
た
す
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ

り
ま
す
。

継
続
し
て
行
い
ま
す
。

　

観
光
協
会
に
お
い
て
は
、
現
在

進
め
て
い
る
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事

業
の
充
実
を
図
り
、
自
転
車
に
よ

る
村
内
観
光
ス
ポ
ッ
ト
周
遊
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
、
多
様
化
す
る

観
光
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
行
う
べ

く
、
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
リ
ア
ル
な
観
光
・
村
情
報
の
発

信
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
ま
っ
か
り
温
泉
・
ユ
リ
園
コ

テ
ー
ジ
」
に
つ
い
て
は
、
商
工
会

へ
指
定
管
理
業
務
委
託
を
し
て
い

ま
す
が
、
本
年
度
、
利
用
料
の
改

正
を
行
い
、
適
正
な
管
理
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
健
全
化
計
画
の
売
り
上
げ
目

標
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

引
き
続
き
姉
妹
都
市
交
流
を
兼
ね

た
特
産
品
の
販
売
や
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
戻
品
の
取
り
扱
い
な
ど
農

産
物
の
売
り
上
げ
増
加
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
を
積
極
的
に
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
真
狩
村
の
Ｐ
Ｒ
と
と
も

に
道
の
駅
と
し
て
の
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
の
向
上
に
取
り
組
み
、
入
込

み
数
の
増
加
に
向
け
、
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

羊
蹄
山
自
然
公
園
に
つ
き
ま
し

て
は
、
近
年
自
然
と
の
共
生
を
求

め
る
キ
ャ
ン
プ
愛
好
者
が
年
々
増

た
、
地
域
住
民
に
よ
る
森
林
の
手

入
れ
等
の
共
同
活
動
に
取
り
組
む

「
森
林
・
山
村
多
面
的
機
能
発
揮

対
策
交
付
金
事
業
」
に
対
し
て
も

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
村
有
林

に
お
い
て
は
、
下
刈
事
業
を
実
施

し
適
切
な
森
林
施
業
を
行
う
と
と

も
に
、
４
年
後
に
創
設
さ
れ
る
森

林
環
境
税
に
よ
る
森
林
整
備
計
画

の
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。



6

町
村
と
し
て
北
海
道
厚
生
連
と
一

体
と
な
っ
て
外
国
人
観
光
客
へ
の

自
由
診
療
の
認
可
に
向
け
た
要
請

活
動
の
継
続
と
病
院
運
営
へ
の

国
・
北
海
道
か
ら
の
財
政
支
援
を

求
め
て
い
き
ま
す
。

　

羊
蹄
山
麓
６
町
村
で
共
同
運
営

し
て
い
た
蘭
越
町
粗
大
ご
み
処
理

施
設
に
つ
い
て
は
、
施
設
・
設
備

の
老
朽
化
と
各
町
村
で
の
最
終
処

分
場
の
残
容
量
が
不
足
す
る
こ
と

に
よ
り
休
止
と
し
ま
す
。
ま
た
、

粗
大
ご
み
・
不
燃
ご
み
の
中
間
処

理
及
び
最
終
処
分
は
、
本
年
度
よ

り
民
間
委
託
で
対
応
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ご
み
処
理
量
は
毎
年
増
加
し
て

お
り
、
家
庭
内
で
の
正
し
い
分
別

は
、
必
ず
減
量
化
へ
と
つ
な
が
る

こ
と
か
ら
村
で
は
こ
れ
か
ら
も
積

極
的
な
啓
蒙
・
啓
発
に
努
め
て
い

き
ま
す
。　

　

少
子
高
齢
化
・
核
家
族
化
の
進

展
に
よ
り
、
家
族
機
能
や
、
共
に

支
え
あ
う
地
域
機
能
が
低
下
し
て

き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
で
自

立
し
た
生
活
を
安
心
し
て
送
る
た

め
、
支
援
体
制
の
構
築
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
地
域
福
祉
を
推
進

す
る
に
は
、
地
域
で
活
動
す
る
人

材
の
確
保
・
育
成
が
重
要
で
あ
り
、

関
係
機
関
等
と
連
携
し
な
が
ら
、

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

地
域
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、

全
て
の
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長

で
き
る
社
会
を
目
指
し
、
令
和
元

年
度
に
策
定
し
ま
し
た
「
第
２
期

真
狩
村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」
に
基
づ
き
、
子
ど
も
一

人
ひ
と
り
の
状
況
や
発
達
に
応
じ

た
療
育
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

関
係
機
関
と
の
情
報
等
を
共
有
し

な
が
ら
、
引
き
続
き
子
育
て
支
援

の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
10
月
よ
り
国
の
制

度
に
於
い
て
、
少
子
化
対
策
の
観

点
な
ど
か
ら
、
幼
児
教
育
の
重
要

性
や
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
は
か

る
た
め
、
３
歳
児
以
上
及
び
住
民

税
非
課
税
世
帯
の
０
歳
児
か
ら
２

歳
児
ま
で
の
幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
が
始
ま
り
ま
し
た
。
本
村

で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
令
和
元

年
度
ま
で
の
５
年
間
、
保
育
所
利

用
者
負
担
金
を
国
の
定
め
る
額
か

ら
55
％
減
額
し
て
き
ま
し
た
が
、

更
に
令
和
２
年
度
か
ら
令
和
４
年

度
ま
で
の
３
年
間
、
減
額
率
を

73
％
に
引
き
上
げ
、
保
育
所
利
用

者
負
担
金
が
無
償
と
な
ら
な
い
子

育
て
世
帯
の
支
援
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

障
害
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、

障
害
者
総
合
支
援
法
や
関
係
す
る

法
律
に
基
づ
き
、
障
害
の
あ
る
方

が
自
立
し
た
日
常
生
活
や
社
会
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

必
要
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
相

談
支
援
、
地
域
生
活
支
援
事
業
の

提
供
体
制
の
確
保
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
、
障
害
者
支
援
施
設
や
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
な

ど
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

認
定
こ
ど
も
園
ま
っ
か
り
保
育

所
で
は
、
就
労
や
疾
病
等
で
家
庭

保
育
が
で
き
な
い
１
歳
児
か
ら
２

歳
児
に
対
し
て
は
保
育
所
と
し
て

の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、
３
歳
以
上

の
子
ど
も
た
ち
に
は
幼
児
教
育
を

組
み
込
み
、
一
体
的
に
心
身
と
も

に
健
康
な
子
ど
も
の
育
成
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

働
き
方
改
革
が
進
む
中
、
保
育

所
の
利
用
が
増
え
、
保
育
現
場
に

お
い
て
は
保
育
士
の
確
保
が
厳
し

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
年

度
は
、
認
定
こ
ど
も
園
ま
っ
か
り

保
育
所
と
御
保
内
へ
き
地
保
育
所

の
一
本
化
に
向
け
準
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

一
時
預
か
り
事
業
や
子
育
て
を

し
て
い
る
若
い
世
帯
の
相
互
交
流

の
場
、
子
育
て
相
談
、
情
報
提
供
、

各
種
講
座
の
開
催
や
助
言
な
ど
の

援
助
を
真
狩
村
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
「
ゆ
う
ゆ
う
」
を
拠
点

と
し
て
、
家
庭
や
地
域
と
の
連
携

暮
ら
し
を
守
る
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
充
実

　

健
康
の
定
義
は
、「
病
気
で
な

い
と
か
、
弱
っ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
肉
体
的
に
も
、

精
神
的
に
も
、
社
会
的
に
も
、
す

べ
て
が
満
た
さ
れ
た
状
態
に
あ
る

こ
と
。」
で
あ
り
、
こ
れ
ら
三
要

素
が
充
実
し
て
こ
そ
、
住
民
が
健

全
で
安
心
安
全
な
生
活
を
守
る
こ

と
が
で
き
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
日
本
人
に
多
い
病
気
は
、
自

覚
症
状
の
少
な
い
生
活
習
慣
病
や

が
ん
疾
患
で
あ
る
と
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
病
因
は
、
日
ご
ろ

の
食
事
、
運
動
、
休
養
、
更
に
は

喫
煙
、
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
、
生
活

ス
タ
イ
ル
に
密
接
な
関
り
が
あ

り
、
自
身
の
心
が
け
で
将
来
の
発

症
リ
ス
ク
を
大
き
く
減
少
さ
せ
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

村
と
し
て
は
、
定
期
的
に
健
康

診
査
と
が
ん
検
診
を
実
施
し
、
自

分
の
体
の
状
態
を
き
ち
ん
と
自
覚

し
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生

活
と
適
度
な
運
動
習
慣
を
身
に
付

け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
継
続
的
な

保
健
指
導
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
糖
尿
病
の

未
受
診
者
及
び
治
療
中
断
者
に
対

し
て
腎
不
全
・
人
工
透
析
な
ど
へ

の
移
行
を
防
止
す
る
「
糖
尿
病
性

腎
症
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
実
施
し
、
医
療
機
関
と
連
携
し

た
保
健
指
導
・
栄
養
指
導
を
強
化

し
ま
す
。

　

倶
知
安
厚
生
病
院
の
第
２
期
改

築
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
先
の

倶
知
安
厚
生
病
院
医
療
機
能
検
討

協
議
会
に
お
い
て
、
概
算
額

28
億
２
千
万
円
の
整
備
費
用
は
、

倶
知
安
町
を
中
心
と
し
た
羊
蹄
山

麓
町
村
に
岩
内
町
、
共
和
町
、
黒

松
内
町
を
加
え
た
10
町
村
で
全
額

負
担
す
る
も
の
と
し
、
令
和
６
年

度
の
病
棟
完
成
を
目
指
す
こ
と
で

合
意
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
・
災
害

拠
点
病
院
と
し
て
の
役
割
を
担

い
、
経
営
の
効
率
化
や
地
域
に

合
っ
た
機
能
転
換
を
具
体
的
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
更
に
地
元

え
て
お
り
、
学
校
教
育
の
場
と
し

て
の
利
用
も
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
利
用
料
の
改
正
を

行
う
と
と
も
に
良
好
な
環
境
整
備

の
中
、
公
園
管
理
を
行
い
、
羊
蹄

山
を
眺
望
で
き
る
自
然
公
園
と
い

う
好
条
件
を
活
か
し
、
幅
広
い
年

齢
層
の
方
々
の
利
用
の
増
加
を
目

指
し
、
公
園
の
活
性
化
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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令和２年度　村政執行方針

　

村
民
の
皆
様
の
安
全
で
快
適
な

暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
に
、
公

営
住
宅
や
道
路
、
簡
易
水
道
・
下

水
道
な
ど
の
公
共
施
設
の
効
率
的

な
管
理
と
計
画
的
な
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

村
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
北
３
線
豊
川
加
野
線
補
修
工

事
を
実
施
し
、
安
全
で
円
滑
な
交

通
の
確
保
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

橋
梁
長
寿
命
化
事
業
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
も
引
き
続
き
、
老
朽

化
し
た
橋
梁
の
点
検
調
査
を
計
画

安
全
・
安
心
な
社
会
資
本
の
整
備

的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
南
部
橋

の
実
施
設
計
な
ど
、
よ
り
長
期
間

の
使
用
を
可
能
と
す
る
た
め
、
計

画
的
な
改
修
を
実
施
い
た
し
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
他
村
道
及
び

河
川
の
維
持
補
修
に
つ
き
ま
し
て

は
、
地
域
か
ら
強
く
要
望
あ
っ
た

場
所
や
破
損
し
た
所
を
中
心
に
、

緊
急
性
の
高
い
箇
所
か
ら
優
先
的

に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

除
雪
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

冬
期
間
の
安
全
な
交
通
確
保
と
快

適
な
生
活
環
境
を
守
る
た
め
、
効

を
図
り
な
が
ら
子
育
て
支
援
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
で
は
、
国

が
保
険
税
賦
課
限
度
額
を
99
万
円

に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
受
け
、
村

の
限
度
額
を
96
万
円
に
改
正
し
ま

す
。
ま
た
、
低
所
得
者
に
対
す
る

軽
減
措
置
に
つ
い
て
は
、
判
定
所

得
の
算
定
金
額
引
き
上
げ
に
よ

り
、
軽
減
対
象
者
を
拡
大
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
す
。

　

野
の
花
診
療
所
で
は
、
本
年
度

も
適
切
な
医
療
を
確
保
す
る
た

め
、
老
朽
化
し
た
医
療
機
器
の
更

新
を
行
い
、
地
域
に
一
番
近
い
医

療
機
関
と
し
て
村
民
の
健
康
を
守

り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
方
が
、
住
み
慣
れ
た

果
的
な
除
排
雪
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。ま
た
、本
年
度
は
除
雪
ド
ー

ザ
ー
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

　

公
営
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
真
狩
村
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化

計
画
」
に
基
づ
き
、
見
晴
団
地
４

棟
12
戸
及
び
、
光
団
地
２
棟
８
戸

の
取
壊
し
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
既
存
公
営
住
宅
の
屋
上
防

水
・
外
壁
改
修
工
事
や
屋
根
塗
装

工
事
な
ど
を
行
い
、
長
期
的
活
用

や
住
宅
環
境
の
改
善
を
図
り
、
適

正
な
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
広
場
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
に
つ
き
ま
し
て
は
、健
康
増
進
、

憩
い
、
交
流
の
場
と
し
て
、
利
用

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
競
技
人
口

の
減
少
、愛
好
者
の
高
齢
化
な
ど
、

当
施
設
の
利
用
者
数
は
、
年
々
減

少
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

本
年
も
入
込
数
の
増
加
に
向
け
、

魅
力
あ
る
事
業
の
展
開
に
よ
り
、

利
用
者
の
確
保
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

簡
易
水
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
施
設
設
置
後
、
年
数
が
経

過
し
た
配
水
施
設
な
ど
に
つ
い

て
、
計
画
的
に
更
新
事
業
を
実
施

し
て
お
り
、
本
年
度
も
、
配
水
管

布
設
替
工
事
及
び
次
年
度
分
の
配

水
管
布
設
替
工
事
実
施
設
計
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
今
後
も
、
施

要
領
の
円
滑
な
完
全
実
施
に
向
け

た
教
育
環
境
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
外
国
語
教
育
に
つ
い
て

は
、本
年
度
も
英
語
学
習
講
師（
Ａ

Ｌ
Ｔ
）
を
２
人
体
制
と
し
て
、
保

育
所
、
高
等
学
校
を
含
め
た
英
語

教
育
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
等
学
校
に
お
い
て
は
、
開
設

か
ら
８
年
目
を
迎
え
る
「
有
機
農

業
コ
ー
ス
」「
野
菜
製
菓
コ
ー
ス
」

の
取
組
の
定
着
を
図
る
た
め
、
生

産
か
ら
販
売
ま
で
を
行
う
６
次
産

業
化
を
進
め
る
中
で
、
イ
ベ
ン
ト

参
加
や
各
種
販
売
実
習
を
通
し
た

地
域
へ
の
貢
献
、
村
の
Ｐ
Ｒ
な
ど

に
努
め
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
高
校

を
目
指
す
と
と
も
に
、
農
業
と
食

を
中
核
と
し
た
産
業
人
の
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
環
境
整
備
に
お
い
て
は
、

児
童
生
徒
、
教
職
員
が
安
全
で
快

適
な
学
習
や
生
活
が
送
れ
る
よ
う

施
設
・
設
備
等
の
充
実
に
努
め
、

教
育
環
境
整
備
で
人
づ
く
り

　

小
・
中
学
校
に
お
い
て
は
、
ど

の
よ
う
な
社
会
に
な
ろ
う
と
も
、

未
来
に
生
き
る
確
か
な
資
質
・
能

力
を
身
に
つ
け
、
夢
や
希
望
に
挑

戦
し
、
思
い
や
り
が
あ
り
、
ふ
る

さ
と
に
誇
り
を
持
ち
続
け
る
心
と

体
を
育
む
教
育
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

学
習
や
生
活
の
面
で
支
援
を
必

要
と
す
る
児
童
生
徒
の
サ
ポ
ー
ト

充
実
の
た
め
、
特
別
支
援
学
級
を

設
置
す
る
と
と
も
に
、
真
狩
小
学

校
及
び
真
狩
中
学
校
に
特
別
支
援

教
育
支
援
員
を
配
置
し
ま
す
。

　

前
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
学

校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
に
併
せ
て

国
が
提
唱
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
に
対
応
し
、
小
中
学
生
の

１
人
に
１
台
の
パ
ソ
コ
ン
端
末
を

整
備
す
る
と
と
も
に
真
狩
小
学
校

及
び
真
狩
中
学
校
に
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境

の
整
備
を
実
施
し
、
新
学
習
指
導

■
学
校
教
育
の
推
進

地
域
で
安
心
し
て
、
い
き
い
き
と

自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
、
介

護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

適
切
な
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
地
域

資
源
を
有
機
的
に
つ
な
ぎ
支
え
合

う
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
更

な
る
推
進
と
、
介
護
保
険
事
業
の

円
滑
な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
日
常
生
活
に

お
け
る
交
通
手
段
を
確
保
す
る
た

め
の
福
祉
バ
ス
運
行
事
業
や
、
高

齢
者
の
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
の

防
止
を
図
る
た
め
、
運
転
免
許
証

を
返
納
し
た
方
に
対
す
る
タ
ク

シ
ー
利
用
券
助
成
事
業
の
実
施
、

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

設
等
の
適
正
な
維
持
管
理
を
行
い

な
が
ら
、
安
全
な
水
の
安
定
供
給

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
供
用
開
始
か
ら
年
数
が
経
過

し
て
お
り
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
計
画
に
基
づ
き
、
老
朽
化
の

進
展
状
況
を
考
慮
し
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
、
ま
た
、
今
後
も

浄
化
セ
ン
タ
ー
や
管
渠
等
の
適
正

な
維
持
管
理
を
行
い
な
が
ら
、
快

適
な
生
活
環
境
の
向
上
と
公
共
用

水
域
の
水
質
保
全
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
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令和２年度　村政執行方針

令
和
２
年
度

　
教
育
行
政
執
行
方
針

　
教
育
長　

藤
澤　

祐
二

教
員
住
宅
改
修
工
事
、
御
保
内
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
地
工
事
、
寄

宿
舎
舎
室
流
し
設
置
工
事
な
ど
の

施
設
整
備
の
ほ
か
、
小
中
学
校
へ

の
セ
イ
フ
テ
ィ
マ
ッ
ト
な
ど
教

材
・
一
般
備
品
の
整
備
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　　

社
会
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
策
定

し
た
第
９
期
社
会
教
育
中
期
計
画

（
Ｈ
30
～
Ｈ
34
）
の
目
指
す
姿
で

あ
る
「
住
民
が
笑
顔
で
集
い
、
つ

な
が
り
、
行
動
す
る
真
狩
村
」
の

実
現
に
向
け
、
計
画
に
基
づ
き
各

種
事
業
を
展
開
し
、
生
涯
学
習
活

動
推
進
や
芸
術
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
公
民
館
の
役
割
・

む
す
び

　

少
子
高
齢
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
進
展
や
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
．

０
と
も
言
わ
れ
る
新
し
い
時
代
を

迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
、社
会
は
、

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

先
行
き
が
見
え
な
い
、
予
測
不

■
社
会
教
育
の
推
進

　

令
和
２
年
度
の
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
は
、
前
年
度
の
３
億
円
を

超
え
る
基
金
の
取
り
崩
し
ま
で
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
こ
数

年
続
い
て
い
る
繰
り
入
れ
を
し
て

の
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
国
は
、
地
方
の
創

意
工
夫
を
一
千
億
円
の
地
方
創
生

交
付
金
で
引
き
続
き
応
援
す
る
と

断
じ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
全
容
は

見
通
せ
ず
、
何
よ
り
も
地
方
交
付

税
の
安
定
的
な
確
保
が
必
要
と
強

く
思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
秋
、
Ｇ
20
観
光
大
臣
会
合
が

倶
知
安
町
で
開
催
さ
れ
、
国
連
サ

ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
達
成
に
貢
献
す
る
こ
と
を
確

認
、
ま
た
、
観
光
振
興
を
通
じ
た

地
方
の
活
性
化
を
図
る
上
で
の
、

観
光
客
の
過
度
な
増
加
が
地
域
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
へ
の
対
策
な
ど
が
、
論
議

さ
れ
ま
し
た
。
北
海
道
は
広
く
、

広
域
分
散
型
の
行
政
が
行
わ
れ
て

お
り
、
そ
の
課
題
も
少
な
か
ら
ず

あ
り
ま
す
が
、
過
密
を
防
ぐ
意
味

で
は
、
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ

し
の
地
域
に
最
適
と
思
う
と
こ
ろ

で
す
。

　

本
年
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、

「
復
興
五
輪
」
と
国
は
位
置
づ
け

で
お
り
、
聖
火
リ
レ
ー
の
ス
タ
ー

ト
は
、福
島
か
ら
走
り
出
し
ま
す
。

復
興
を
成
し
遂
げ
る
姿
が
次
に
向

か
う
勇
気
や
希
望
に
繋
が
る
よ
う

可
能
な
時
代
に
お
い
て
、
将
来
を

担
う
子
ど
も
達
に
は
、自
ら
学
び
、

学
び
か
ら
得
ら
れ
た
知
識
や
経
験

か
ら
問
題
・
課
題
の
解
決
に
結
び

つ
け
る
習
慣
を
育
む
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

機
能
を
さ
ら
に
高
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
、
図
書
の
充
実
に

加
え
、
各
種
団
体
・
サ
ー
ク
ル
の

活
動
の
場
、
子
育
て
・
学
習
の
場

と
し
て
公
民
館
を
解
放
い
た
し
ま

す
の
で
、
積
極
的
に
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

村
営
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
よ
り
プ
ー
ル
を
休
館
す
る
中

運
営
の
方
向
性
を
模
索
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
本
年
度
に
お
き
ま

し
て
も
同
様
の
対
応
と
し
て
進
め

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
村
民
大
運
動
会
は
昨
年

度
の
第
50
回
大
会
が
最
後
と
な
り

ま
し
た
が
、
本
年
度
は
、
村
民
が

体
を
動
か
し
、
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
、
一
人
で
も
気
軽
に

参
加
で
き
る
交
流
の
場
を
提
供
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
生
１
０
０
歳
時
代
を

迎
え
、
誰
も
が
健
康
で
い
き
い
き

と
暮
ら
せ
る
よ
う
生
涯
に
わ
た

り
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
を

整
備
し
、
地
域
に
貢
献
い
た
だ
け

る
人
づ
く
り
の
育
成
が
求
め
ら

れ
、
個
々
に
お
い
て
は
、
変
化
に

対
応
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら

変
化
し
て
創
り
出
す
姿
勢
が
必
要

と
な
る
な
ど
、
教
育
を
め
ぐ
る
環

境
は
、
大
き
な
変
革
の
時
期
を
迎

え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
ら
変
化
に
対
応
し
、
将
来

の
方
向
性
を
し
っ
か
り
見
据
え
、

時
代
が
求
め
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

と
と
も
に
、
実
現
に
向
け
た
取
組

み
を
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図

り
、
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

全
国
の
自
治
体
と
一
体
と
な
っ
て

ワ
ン
・
チ
ー
ム
で
成
功
へ
と
導
け

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

働
き
方
改
革
の
２
年
目
、
会
計

年
度
任
用
職
員
制
度
が
導
入
さ
れ

ま
す
が
、
誰
も
が
働
き
や
す
い
職

場
づ
く
り
に
務
め
、
職
員
と
も
ど

も
精
励
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

議
員
各
位
並
び
に
村
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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学
校
教
育

　

急
激
に
変
化
す
る
社
会
の
中

で
、未
来
を
担
う
子
ど
も
達
に
は
、

生
き
る
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
の

新
た
な
課
題
に
挑
み
、
未
来
・
社

会
を
創
り
出
し
て
い
く
こ
と
の
で

き
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
令
和
２
年
度
か
ら
小

学
校
を
は
じ
め
と
し
、
中
学
校
へ

と
順
次
、
完
全
実
施
さ
れ
る
学
習

指
導
要
領
で
は
、「
何
を
学
ぶ
の

か
」「
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
の
か
」

の
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

と
、「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

か
」
を
明
確
化
し
た
社
会
に
開
か

れ
た
教
育
課
程
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
達
に
は
、
文
章
や
情
報

を
正
確
に
読
み
解
き
、
対
話
す
る

力
、
科
学
的
な
思
考
、
吟
味
し
活

用
す
る
力
、
価
値
を
見
つ
け
生
み

出
す
感
性
の
力
、
好
奇
心
・
探
求

力
の
育
成
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上

の
能
力
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
教
職
員
に
は
、
柔

軟
な
姿
勢
で
多
様
な
教
育
的
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
ス
キ
ル
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
・
知
識
に
加

え
、
校
内
研
修
を
は
じ
め
、
各
種

研
修
会
・
研
究
会
を
通
し
、
教
師

と
し
て
の
力
量
を
高
め
る
と
と
も

に
、
指
導
体
制
を
充
実
し
、
新
た

な
学
習
指
導
へ
向
け
た
授
業
改
善

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

１
人
１
台
の
学
習
用
端
末
と
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一
体
的
に
整

備
す
る
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
」
が
国
か
ら
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
に
お
い
て
、
こ
の

事
業
を
活
用
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
再
構
築
と
と
も
に
、
小
・
中
学

校
の
全
て
の
児
童
生
徒
に
学
習
用

端
末
を
配
置
で
き
る
よ
う
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
基
礎
学
力
の
習
得

や
学
習
意
欲
の
喚
起
、
望
ま
し
い

生
活
習
慣
の
定
着
を
図
る
と
と
も

に
、
種
々
体
験
・
交
流
を
通
し
て

人
間
性
の
涵
養
を
育
む
こ
と
は
、

重
要
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」

「
ほ
っ
か
い
ど
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ

ス
ト
」
な
ど
に
取
組
み
、
学
習
内

容
の
定
着
状
況
の
把
握
や
家
庭
で

の
生
活
規
律
の
指
導
、
反
復
演
習

や
振
り
返
り
授
業
、
長
期
休
業
中

の
補
習
な
ど
学
力
向
上
に
向
け
た

取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
活
力
・
素
材
を

不
登
校
の
な
い
学
校
づ
く
り
に
取

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

学
習
の
基
本
で
あ
る
読
む
力
を

育
む
こ
と
は
、重
要
な
こ
と
で
す
。

い
か
に
Ａ
Ｉ
が
進
化
し
て
も
自
ら

目
標
を
設
定
し
、
必
要
な
情
報
を

見
出
し
、自
分
の
考
え
を
ま
と
め
、

答
え
の
な
い
課
題
に
対
し
て
他
者

と
協
働
し
な
が
ら
納
得
し
た
答
え

を
見
出
す
こ
と
は
、
Ａ
Ｉ
に
代
替

え
で
き
な
い
人
間
の
能
力
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
こ
そ
、
読
む

力
を
養
う
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

お
り
、
関
係
機
関
・
団
体
と
の
協

力
・
連
携
に
よ
り
、
図
書
室
の
充

実
や
読
み
聞
か
せ
、
移
動
図
書
、

読
書
ま
つ
り
な
ど
を
通
じ
、
本
を

読
む
楽
し
さ
、習
慣
を
身
に
付
け
、

本
に
親
し
む
環
境
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
を
基
軸
と
し
、
生
産
だ
け
で

は
な
く
、
製
品
・
販
売
ま
で
の
６

次
産
業
化
を
目
指
し
、「
農
業
や

食
を
中
核
と
し
た
社
会
に
貢
献
で

き
る
産
業
人
の
育
成
」
に
努
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

地
域
と
の
関
わ
り
の
中
、
生
徒

の
能
力
を
育
み
、
地
域
に
愛
さ
れ

る
高
校
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
に
コ
ー
ス
を
改
編

し
、
８
年
目
を
迎
え
、「
野
菜
製

菓
コ
ー
ス
」
に
お
い
て
は
、
令
和

２
年
度
に
お
い
て
も
製
菓
衛
生
師

国
家
試
験
の
全
員
合
格
を
目
指
す

と
と
も
に
、
高
校
生
カ
フ
ェ
「
ラ

ミ
ッ
カ
」
で
の
活
動
を
中
心
に
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
販
売
実
習
、

コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
な
ど
、
開

発
・
技
術
の
習
得
に
あ
わ
せ
、
地

域
へ
の
貢
献
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
「
有
機
農
業
コ
ー
ス
」
に
お
い

て
は
、
土
づ
く
り
か
ら
収
穫
ま
で

の
栽
培
管
理
、
化
学
肥
料
や
農
薬

に
頼
ら
な
い
安
全
で
安
心
な
有
機

農
法
を
習
得
し
、
農
業
を
支
え
る

人
材
の
育
成
を
進
め
る
と
と
も

に
、
令
和
２
年
度
に
お
い
て
は
、

農
場
改
革
を
実
施
し
、
具
体
的
な

年
間
農
業
経
営
計
画
の
策
定
と
と

も
に
、
ハ
ウ
ス
を
含
む
圃
場
の
生

産
品
目
の
栽
培
計
画
な
ど
農
業
教

育
に
お
け
る
農
作
物
の
位
置
付
け

の
明
確
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

少
子
化
が
進
む
中
、
生
徒
募
集

対
策
は
、
高
校
を
経
営
す
る
上
で

重
要
な
課
題
の
一
つ
で
す
。

　

生
徒
を
送
り
出
す
村
内
外
の
中

学
校
か
ら
の
信
頼
を
得
る
と
と
も

に
、
学
校
訪
問
、
説
明
会
の
開
催
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
校
内
行

活
用
し
た
学
習
や
小
・
中
・
高
が

連
携
し
た
授
業
を
展
開
し
、
体
験

的
で
探
究
的
な
学
習
を
進
め
る
と

と
も
に
、
特
別
活
動
を
充
実
し
、

集
団
や
社
会
の
形
成
者
と
し
て
見

方
・
考
え
方
を
育
み
、
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
ポ
ー
ト
の
導
入
を
図
り
、
学

び
を
蓄
積
し
、
そ
れ
を
社
会
や
将

来
に
つ
な
ぎ
、
必
要
に
応
じ
て
振

り
返
え
る
こ
と
に
よ
り
、
主
体
的

に
学
び
に
向
か
う
力
を
育
み
、
自

己
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
高
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

安
全
で
安
心
し
て
学
校
に
通
学

し
、
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

環
境
の
整
備
は
、
重
要
な
こ
と
で

す
。
昨
年
度
に
設
置
し
た
「
通
学

路
安
全
推
進
会
議
」
に
よ
り
、
危

険
な
箇
所
の
点
検
は
じ
め
、
整
備

に
向
け
た
要
請
を
行
う
と
と
も

に
、
学
校
施
設
の
改
善
・
改
修
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
誰
も
が
安
心
し
て
意

見
が
言
え
る
、
安
心
し
て
間
違
え

る
こ
と
が
で
き
る
安
心
感
の
あ
る

学
級
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も

に
、「
い
じ
め
を
絶
対
許
さ
な
い
」

「
思
い
や
り
の
あ
る
学
校
・
学
級

づ
く
り
」を
基
本
姿
勢
と
す
る
中
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
普
段
か
ら
の

見
守
り
、
些
細
な
こ
と
も
見
逃
さ

な
い
体
制
の
確
立
、
チ
ー
ム
と
し

て
の
体
制
を
構
築
し
、
い
じ
め
・

■
小
・
中
学
校
教
育

■
高
等
学
校
教
育
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事
・
活
動
な
ど
を
広
く
村
内
外
へ

情
報
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
人
生
を
選

択
す
る
進
路
指
導
は
、
大
き
な
責

任
と
生
徒
の
将
来
を
決
定
す
る
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
企
業
見

学
、
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
の
充

実
や
進
路
相
談
や
保
護
者
懇
談
会

を
通
し
て
、
生
徒
・
保
護
者
・
教

師
に
よ
る
進
路
情
報
、
進
路
意
識

の
共
有
を
図
り
、
き
め
細
や
か
な

指
導
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

様
々
な
事
情
を
抱
え
る
子
ど
も

達
が
、
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送

る
と
と
も
に
、
自
立
し
、
社
会
へ

の
参
加
に
向
け
た
適
切
な
支
援
を

行
う
こ
と
は
、
教
育
が
果
た
す
重

要
な
役
割
と
し
て
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り

の
教
育
的
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、

多
様
化
す
る
教
育
課
題
を
解
決
す

る
新
た
な
学
校
体
制
が
必
要
で
あ

り
、
学
習
内
容
の
変
更
や
コ
ミ
ュ

二
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
配
慮
、
専
門

性
の
あ
る
指
導
体
制
の
整
備
な
ど

多
様
な
子
ど
も
達
の
た
め
に
多
様

な
学
び
の
場
の
提
供
が
必
要
で
す
。

　

特
別
支
援
学
級
の
設
置
、
通
級

指
導
教
室
の
活
用
、
通
常
学
級
と

の
交
流
、
共
同
学
習
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
学
校
内
で
の
情
報

を
共
有
し
、
個
々
の
子
ど
も
に
あ

わ
せ
た
支
援
に
つ
い
て
の
意
識
を

高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
乳
幼
児
か
ら
高
校
ま
で

の
連
携
を
密
に
す
る
た
め
、
各
関

係
者
が
集
ま
る
「
教
育
支
援
委
員

会
」
を
通
じ
て
、
支
援
の
必
要
な

子
ど
も
達
の
情
報
の
共
有
化
を
図

り
、
あ
わ
せ
て
、
特
別
支
援
教
育

支
援
員
の
配
置
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
導
入
な
ど
チ
ー
ム
と

し
て
の
支
援
体
制
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
連
携
し
た
移
行
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
、
多
様
な
価
値
観
・
教
育
観

に
よ
り
、
学
校
教
育
に
対
す
る
教

育
的
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て
お

り
、
教
員
一
人
ひ
と
り
の
熱
意
、

学
校
の
努
力
だ
け
で
は
、
立
ち
行

か
な
い
時
代
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
先
行
き
が
不
透
明
な
未

来
社
会
に
生
き
る
子
ど
も
達
が
、

自
ら
の
力
で
、
自
分
の
道
を
切
り

開
く
力
を
身
に
付
け
る
必
要
が
あ

り
、
そ
の
力
は
、
社
会
に
出
る
前

の
子
ど
も
の
時
に
、
そ
の
た
め
の

「
生
き
る
力
」「
生
き
抜
く
力
」
を

家
庭
や
学
校
、地
域
社
会
で
養
い
、

育
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
保
護
者
・
地

域
・
学
校
が
連
携
し
、
児
童
・
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
、
多
様
化
す
る
教
育
課

題
を
解
決
す
る
新
た
な
学
校
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
導
入
に
向
け
た
協

議
・
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
地
域
で
ど
の
よ
う
な
子
ど
も

達
を
育
て
る
の
か
」「
何
が
課
題

な
の
か
」「
何
を
実
現
し
て
い
く

の
か
」
と
い
う
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン

を
地
域
の
皆
様
と
共
有
し
、「
地

域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

将
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
確
か

な
成
長
を
願
い
、
保
護
者
、
地
域

の
人
た
ち
の
協
力
を
得
る
中
で
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ

た
、多
様
な
学
び
の
場
を
提
供
し
、

子
ど
も
達
を
育
て
て
い
く
体
制
づ

く
り
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

食
育
は
、
児
童
・
生
徒
の
健
康

な
心
身
を
育
む
た
め
の
食
に
関
す

る
正
し
い
知
識
と
望
ま
し
い
食
習

慣
を
身
に
つ
け
る
大
き
な
役
割
を

持
っ
て
お
り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
食
糧
問
題
、
食
文

化
の
継
承
な
ど
児
童
・
生
徒
に
伝

え
て
い
く
こ
と
は
、
重
要
な
こ
と

と
し
て
考
え
て
お
り
、
そ
の
教
材

と
し
て
、
給
食
を
通
じ
て
食
に
関

す
る
正
し
い
知
識
を
育
ん
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を

持
つ
児
童
生
徒
に
対
し
て
は
、
保

護
者
と
の
情
報
を
共
有
す
る
中

で
、
代
替
食
の
提
供
や
緊
急
事
態

に
備
え
た
対
応
を
想
定
す
る
な
ど

の
対
策
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
例
年
実
施
し
て
お
り
ま

す
「
学
校
給
食
週
間
」
を
活
用
し
、

特
産
品
を
食
材
と
し
た
ふ
る
さ
と

教
育
、
生
産
者
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
身
に
つ
け
る
食
育
の
推
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
多

様
化
す
る
教
育
現
場
に
お
い
て
、

教
職
員
の
業
務
量
は
増
加
し
て
お

り
、
学
校
は
教
員
の
献
身
的
な
取
組

み
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
北
海
道
に
準
じ
た

「
真
狩
村
立
学
校
に
お
け
る
働
き

方
改
革
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、

閉
庁
日
の
設
定
、
部
活
動
の
活
動

時
間
の
上
限
な
ど
設
け
、
対
応
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
１
月
に
文
部
科
学

省
の
指
針
で
あ
る
「
公
立
学
校
の

教
師
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
が
告
示
さ
れ
、
時
間

外
勤
務
の
上
限
目
標
を
定
め
、
各

学
校
に
お
い
て
は
、
そ
の
実
現
に

向
け
た
取
組
み
を
進
め
る
中
、
昨

年
12
月
「
公
立
の
義
務
教
育
諸
学

校
等
の
教
職
員
の
給
与
等
に
関
す

る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
の
公
布
に
よ
り
、
令
和

２
年
４
月
か
ら
は
、
上
限
時
間
を

学
校
管
理
規
則
の
中
で
明
記
し
、

適
切
な
管
理
に
向
け
た
取
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
学
校
の
開
設
者
に

は
、
勤
務
時
間
の
管
理
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
入
退
校
が
記
録
で
き

る
指
紋
認
証
式
タ
イ
ム
レ
コ
ー

ダ
ー
を
全
校
に
配
置
し
、
管
理
体

制
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、

教
職
員
の
事
務
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
計
画

的
に
配
備
し
、
働
き
方
改
革
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
抜
く

子
ど
も
達
に
質
の
高
い
教
育
を
保

障
す
る
た
め
に
は
、
教
職
員
の
皆

様
が
、
健
康
で
、
少
し
で
も
長
く

子
ど
も
達
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
環
境
整
備
と
教
職
員
の
意
識
改

革
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
保
護
者

の
皆
様
と
地
域
の
皆
様
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
賜
る
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

■
特
別
支
援
教
育

■
地
域
と
学
校
の
連
携

■
食
育
の
推
進

■
学
校
の
働
き
方
改
革



令和２年度　教育行政執行方針

11

　

少
子
・
高
齢
化
が
進
む
中
、
生

涯
に
わ
た
り
、主
体
的
に
学
習
し
、

自
ら
学
ぶ
意
欲
を
高
め
、
豊
か
な

人
間
性
を
育
む
こ
と
は
、
個
々
の

い
き
が
い
と
潤
い
の
あ
る
生
活
の

確
保
と
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
重
要

な
こ
と
と
し
て
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
村
民
の
皆
様

の
要
望
や
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
多
様

な
学
び
の
場
の
提
供
が
必
要
で
あ

り
、
各
地
区
で
展
開
さ
れ
て
い
る

生
涯
学
習
振
興
会
へ
の
よ
り
一
層

の
活
動
支
援
に
あ
わ
せ
、
従
来
か

ら
実
施
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
の
見

直
し
、
関
係
機
関
に
ご
協
力
を
い

た
だ
く
中
で
公
民
館
講
座
や
各
種

セ
ミ
ナ
ー
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
、
生
活

形
態
・
嗜
好
な
ど
の
多
様
化
に
あ

わ
せ
、
各
団
体
・
組
織
の
高
齢
化

に
よ
る
会
員
数
の
減
少
な
ど
を
背

景
に
、
社
会
教
育
を
推
進
す
る
た

め
の
環
境
は
、
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

団
体
・
組
織
の
存
続
に
向
け
た

取
組
み
や
新
規
組
織
の
立
ち
上

げ
、
後
継
者
や
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

な
ど
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す

が
、
支
援
体
制
の
充
実
、
時
代
に

即
応
し
た
情
報
の
提
供
な
ど
、
活

性
化
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
る

と
と
も
に
、
積
極
的
に
取
組
ん
で

い
る
組
織
・
団
体
へ
の
協
力
・
支

援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
公
民
館
と
し
て
の
役

割
・
機
能
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く

た
め
に
、
図
書
の
充
実
に
加
え
、

各
種
団
体
・
サ
ー
ク
ル
の
活
動
の

場
と
し
て
、
ま
た
、
子
育
て
・
学

習
の
場
と
し
て
使
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
公
民
館
を
随
時
、
開
放

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
村
民
の
皆
様
の
積
極
的
な
ご

活
用
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ひ
と
り
一
人
の
心
に
潤
い
を
も

た
ら
せ
、
心
豊
か
で
質
の
高
い
生

活
を
送
り
、
創
造
性
に
富
み
、
活

力
あ
る
社
会
を
築
く
た
め
に
は
、

芸
術
・
文
化
の
果
た
す
役
割
は
大

き
く
、
そ
の
推
進
は
重
要
な
こ
と

と
し
て
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、各
文
化
団
体
、サ
ー

ク
ル
の
育
成
・
支
援
と
と
も
に
、

芸
術
・
文
化
に
親
し
む
機
会
の
提

供
や
文
化
財
の
保
護
・
保
存
は
重

要
な
責
務
と
し
て
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

文
化
団
体
協
議
会
の
協
力
を
得

る
中
で
、
文
化
祭
・
芸
能
発
表
大

社
会
教
育

会
な
ど
を
開
催
し
、
芸
術
文
化
を

観
て
、
体
験
し
、
親
し
む
場
を
提

供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
村
の
伝
統
芸
能
・
文
化
は
、

後
世
に
残
す
大
切
な
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。「
浦
安
の
舞
」は
、

高
校
生
に
よ
り
継
承
さ
れ
、「
真

狩
村
歌
」
は
、
中
学
生
に
よ
り
継

承
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
残
念
な
が

ら
「
真
狩
祝
太
鼓
」
は
、
後
継
者

の
問
題
等
も
あ
り
、
活
動
を
休
止

し
て
お
り
ま
す
が
、
存
続
に
向
け

た
対
策
は
、
重
要
な
課
題
で
す
。

　

種
々
イ
ベ
ン
ト
等
の
中
で
、
録

画
さ
れ
た
映
像
を
流
し
、
村
民
の

皆
様
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
保
存
会
の
方
々
の
協

力
を
賜
り
、学
校
教
育
を
通
じ
て
、

観
て
・
触
れ
て
・
体
験
で
き
る
機

会
を
設
け
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着

を
深
め
、
保
存
・
継
承
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
「
羊
蹄
ふ
る
さ
と
館
」
は
、
真

狩
村
の
歴
史
・
文
化
を
保
存
す
る

貴
重
な
施
設
で
あ
り
、
大
切
な
財

産
の
一
つ
と
し
て
考
え
お
り
ま
す
。

    

期
間
を
限
定
し
て
の
開
館
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
効
果
的
な
時
期
、 

そ
の
間
、
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
内

容
な
ど
、
多
く
の
皆
様
に
入
館
い

た
だ
け
る
よ
う
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
村
内
で
開
催
さ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
に
お
い
て
、
貴
重
な
資
料

を
展
示
す
る
「
羊
蹄
ふ
る
さ
と
館

コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
す
る
な
ど
、

広
く
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
Ｐ

Ｒ
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　　

ス
ポ
ー
ツ
は
、
明
る
く
豊
か
で

活
力
に
満
ち
た
社
会
の
形
成
や

個
々
の
心
身
の
健
全
な
発
達
、
生

き
が
い
に
満
ち
た
生
き
方
の
実
現

の
た
め
に
は
、
必
要
不
可
欠
な
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ

イ
フ
を
営
む
た
め
に
は
、
ス
ポ
ー

ツ
へ
の
参
画
を
一
体
的
に
支
援

し
、
促
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
な
課

題
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
中
・
高
部

活
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
へ
の
活

動
補
助
に
あ
わ
せ
、
大
会
出
場
へ

の
支
援
、体
育
館
の
開
放
、ス
ポ
ー

ツ
教
室
の
開
催
、
体
力
測
定
は
じ

め
、
１
年
を
通
し
て
活
躍
さ
れ
た

団
体
・
個
人
、
こ
れ
ま
で
貢
献
さ

れ
た
方
々
へ
の
表
彰
な
ど
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
か
ら
は
、

第
50
回
を
も
ち
ま
し
て
終
了
し
た

村
民
大
運
動
会
の
代
わ
り
と
な

る
、
村
内
の
老
若
男
女
が
、
体
を

動
か
し
、
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
、
一
人
で
も
気
軽
に
参
加

で
き
る
交
流
の
場
を
提
供
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

村
営
プ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て

は
、
改
修
に
か
か
る
有
効
な
財
政

措
置
が
な
く
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
が
、
他
町
の
プ
ー
ル

を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
な
人

も
い
ま
す
が
、
嫌
い
・
苦
手
と

と
感
じ
る
人
も
お
ら
れ
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
へ
の
参
画
は
「
す
る
」
こ

と
だ
け
で
は
な
く
、「
み
る
」「
さ

さ
え
る
」
こ
と
も
含
ま
れ
て
お
り

ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
、
マ
ラ
ソ
ン
、
競
歩
は
札

幌
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
の
応
援
大
使
が
決
定
し
、
ス

ポ
ー
ツ
を
観
戦
す
る
機
会
が
増
え

る
も
の
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

    

こ
れ
ら
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
、
ス

ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
や
喜
び
、
感
動

を
享
受
し
、ス
ポ
ー
ツ
へ
の
興
味
・

関
心
を
喚
起
す
る
取
組
み
を
推
進

し
、
こ
の
機
会
に
、
ひ
と
り
で
も

多
く
の
人
が
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参
画

が
図
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
生
涯
学
習
の
振
興

■
芸
術
文
化
の
振
興

■
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
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地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第
９
項
の
規
定

に
よ
っ
て
、
令
和
元
年
度
第
３
回
定
例
監
査

の
結
果
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

　
　

　
　

令
和
２
年
２
月
25
日

　
　
　
　

真
狩
村
監
査
委
員　

印
南　

正
治

　
　
　
　

真
狩
村
監
査
委
員　

佐
々
木
義
光

１
、
監
査
年
月
日　
　

　

令
和
２
年
２
月
21
日
（
１
日
間
）

２
、
監
査
場
所　

　

真
狩
村
役
場
監
査
室

３
、
監
査
方
法

　

関
係
書
類
の
提
出
、
職
員
へ
の
聴
き
取
り  

　

調
査

４
、
監
査
対
象

　

税
等
滞
納
繰
越
金
の
徴
収
状
況

５
、
提
出
書
類

　

監
査
対
象
項
目
に
係
る
滞
納
額
調
書

　
監
査
結
果
を
公
表
し
ま
す(

第
１
‐
３
号
）

６
、
監
査
の
結
果

　

今
回
の
監
査
は
、
村
税
等
の
滞
納
徴
収
状

況
に
つ
い
て
、
各
所
管
課
等
か
ら
監
査
資
料

の
提
出
を
求
め
、
関
係
職
員
か
ら
の
説
明
を

受
け
、質
疑
応
答
を
交
え
な
が
ら
実
施
し
た
。

　

12
月
末
日
現
在
の
村
税
等
の
滞
納
徴
収
状

況
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
、
収
入
未
済
額

合
計
は
、
前
年
度
の
同
時
期
と
比
較
す
る
と

1.8
％
の
増
加
と
な
っ
た
。
平
成
24
年
度
か
ら

昨
年
度
ま
で
は
連
続
し
て
収
入
未
済
額
が
減

額
し
て
い
た
だ
け
に
、
非
常
に
残
念
な
結
果

と
な
っ
た
。

　

こ
の
要
因
と
し
て
、
高
校
関
連
の
未
収
額

が
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

特
に
現
年
度
分
の
新
規
の
滞
納
が
増
加
傾
向

に
あ
り
、
生
徒
の
卒
業
後
の
回
収
は
相
当
苦

労
さ
れ
て
い
る
現
状
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
滞

納
徴
収
に
向
け
て
は
、
思
い
切
っ
た
対
策
が

必
要
な
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

　

そ
の
他
の
項
目
で
は
、
全
て
前
年
度
の
同

時
期
よ
り
も
減
少
し
て
お
り
、
概
ね
効
果
的

な
徴
収
事
務
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
し
か
し
、
平
成
30
年
度
の
決
算
額
と

比
較
す
る
と
、
増
加
し
て
い
る
項
目
も
見
受

け
ら
れ
る
の
で
、
今
後
も
各
課
で
連
携
を
図

り
、
滞
納
者
に
対
し
て
は
こ
ま
め
な
連
絡
を

取
り
な
が
ら
、
本
年
度
出
納
閉
鎖
ま
で
に
前

年
度
の
決
算
額
を
下
回
る
よ
う
、
関
係
職
員

の
更
な
る
努
力
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

税
務
課

村
民
税

固
定
資
産
税

軽
自
動
車
税

国
民
健
康
保
険
税

法
人
村
民
税

総
務
企
画
課

貸
地
料
、
貸
家
料

住
民
課

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

保
育
所

保
育
料

建
設
課

公
営
住
宅
使
用
料

駐
車
場
使
用
料

水
道
使
用
料

下
水
道
使
用
料

下
水
道
受
益
者
分
担
金

教
育
委
員
会

学
校
給
食
費

寄
宿
舎
使
用
料

寄
宿
舎
給
食
費

高
校
授
業
料

高
校
実
験
実
習
材
料
費

問　倶知安地域事務所　☎ 0136-23-3540

●自衛官を募集します●

募集種目 受験資格 受付期間 試験期日

自衛官候補生（第１回）
男子

18 歳以上
33 歳未満の者

４月１日～５月２２日
５月２８日～３１日

女子 ５月２９日・３０日

一般曹候補生（第１回） ３月１日～５月１５日 １次：５月２３日
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住民課福祉係 ( ☎ 0136-45-3612)お問合せ

児童扶養手当額の改定について

　令和２年４月から次のとおり手当額が改定されます。　

令和２年３月まで　
○子ども１人の場合　
　全部支給：月額　４２, ９１０円　　
　一部支給：月額　４２, ９００円～１０, １２０円
○子ども２人以上の加算額
　２人目
　全部支給：月額　１０, １４０円　　
　一部支給：月額　１０, １３０円～５, ０７０円
　３人目以降１人につき
　全部支給：月額　６, ０８０円　
　一部支給：月額　６, ０７０円～３, ０４０円

令和２年４月から　
○子ども１人の場合　
　全部支給：月額　４３, １６０円　　
　一部支給：月額　４３, １５０円～１０, １８０円
○子ども２人以上の加算額
　２人目
　全部支給：月額　１０, １９０円　　
　一部支給：月額　１０, １８０円～５, １００円
　３人目以降１人につき
　全部支給：月額　６, １１０円　
　一部支給：月額　６, １００円～３, ０６０円

＜児童扶養手当とは？＞
　　父母の離婚などで、父又は母と生計を同じくしていない子どもを養育する家庭（ひとり親家庭等）の生活
　の安定と自立の促進に寄与し、子どもの福祉の増進を図ることを目的として、受給対象者（ひとり親家庭の
　母や父など）の所得等に応じて支給される手当です。なお、所得限度額を超過する場合は支給されません。

問

Ｑ　土地の境界がはっきりしない。どうしたらいいの？

Ａ　お隣との土地の境目は通常「境界」といわれており、その目印として「境界標」が設置されています。
　　皆さんの大切な財産である土地の境界がはっきりしないということは、この不動産を使用（占有）　
　できる範囲や処分ができる範囲が分からないので、悩みの種となってしまいますね。
　　法務局が管理・保管している地図や地積測量図などの資料や役所等が持っている地図・図面等、そして

　土地家屋調査士が調査した測量成果などの資料に基づいて、皆さんに代わって境界線、境界杭を調べる
　国家資格者が土地家屋調査士です。
　　皆さんから土地の履歴や情報を頂くと共に、実際に測量作業や杭の調査をし、お隣の所有者さんにも　
　事情を伺い総合的に分析して、正しい境界線、境界点を導き出します。
　　境界についてお隣と意見が違っている場合は、日常生活にも支障をきたす場合がありますので、札幌　
　土地家屋調査士会では「境界問題解決センター」を設置しておりますし、法務局にも「筆界特定制度」が
　あります。お気軽にご相談してください。

登記・相続に関するＱ＆Ａ

◆第 12 回 「土地の境界がはっきりしない。どうしたらいいの？」

　札幌法務局倶知安支局　☎ 0136-22-0232　（ホームページ）http://houmukyoku.moj.go.jp/sapporo
　札幌土地家屋調査士会　☎ 011-271-4593　（ホームページ）http://www.saccho.com/

特別児童扶養手当額の改定について

　令和２年４月から次のとおり手当額が改定されます。
　　令和２年３月まで　１級：５２, ２００円　　２級：３４, ７７０円
　　令和２年４月から　１級：５２, ５００円　　２級：３４, ９７０円
＜特別児童扶養手当とは？＞
　　精神又は身体に障がいを有する児童の福祉の増進を図ることを目的として、２０歳未満で精神又は身体に
　障がいを有する児童を家庭で監護、養育している父母等に支給されます。なお、所得限度額を超過する場合
　は支給されません。
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〇新料金の適用
・令和２年５月検針より適用
 （検針期間は毎月 15 ～ 25 日）

　■可燃・不燃ごみ
　　１kg あたり　２円　⇨　 ４円
　■粗大ごみ
　　５kg あたり   50 円　⇨  100 円　

　直接搬入による受入量の増加と、物価・人件費の
上昇によるコスト増加のため、平成 19 年より据え
置いていた処理料金を改定させていただきます。

　■サイズ大
　　40 ㍑相当　⇨　変更後：45 ㍑相当
　※袋は大きくなりますが、値段は変わりません。

　村内の公共施設に回収バッグを設置し、古着の回
収を行ってきましたが、運賃の高騰により、回収を
休止しました。
　４月からは、衣類・布類は可燃ごみとして出して
いただきます。
　今後、古着等の回収はリサイクル事業の動向を見
て検討します。

　全村：５月・８月・10 月（予定）
※回収エリアを全村一括とし、排出機会を年３回
に増やします。

４月１日から、最終処分場に
直接搬入する際の料金が変わります

可燃・不燃用のごみ袋（サイズ大）
の容量が大きくなります

粗大ごみの
庭先での回収回数を増やします

　現行のサイズの在庫がなくなり次第、７月頃から
店頭に並ぶ予定です。（お手持ちの現行サイズの袋
はそのままお使いいただけます。）

古着の回収が、３月で終了しました

水道・下水道使用料が変わります

　令和元年 10 月１日から、消費税率が引き上げられましたが、
昨年は料金改定を見送りました。しかしながら、今後も大規模な
配水管の更新や、浄化センターの機器更新等の事業を行うことか
ら、料金引き上げを実施させていただきます。
　つきましては、令和２年４月メーター検針分までを旧料金で、
５月メーター検針分（６月請求分）からは新料金にてご請求させ
ていただきます。皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

お問合せ 建設課上下水道係（☎ 0136-45-3617)

お問合せ 住民課環境衛生係（☎ 0136-45-3612)
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４月から料金が改定になります

　思わぬ暖冬による雪の少なさに「ホッ」として
いる、協力隊の篠原です！
　真狩村に来て早いもので 1 年が経ちました。
　初めての地域に久しぶりの単身…当初は不安で
いっぱいでしたが、村の皆様に色々教えていただ
き、お陰様で充実した 1 年間が過ごせました。
　こいのぼり設置が最初の活動で、緊張の中、足
手まといにならない様にあたふたしていた事が昨
日のことのようです。それから村民運動会やほく
ほく祭り・スリッパ卓球など沢山の行事に参加さ
せていただき、その都度、関わる方々の企画力や
実行力・チームワークには、感銘を受けました。
　残念ながら新型コロナウイルスの影響で３月に
予定されていた行事が中止となってしまいました
が、次年度はもう少しテキパキと参加できますよ
う気持ちを新たに頑張ってまいります！！
　皆さま、２年目もどうぞ宜しくお願いいたします。

地域おこし協力隊
活動報告

今月の担当：篠原

　令和元年 10 月１日からの消費税率の引き上げに伴い、村
観光施設等の利用料金を改定することとなりました。
今後も多くの皆様にご利用いただけるよう、サービスの向上
に努めてまいりますので、ご理解のほどよろしくお願いいた
します。

スリッパ卓球大会での打ち合わせ風景

お問合せ 総務企画課商工観光係（☎ 0136-45-3613)
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全日本スノーモビル選手権２／９

　字光の真狩特設コースにて、全日本スノーモビル選
手権第１戦真狩大会が開催されました。村内外から多
くの方が観戦に訪れ、エンジン音や雪煙に興奮すると
ともに、選手へ熱い歓声を送っていました。
　全国各地から選手が出場し、村からは藤川淳さん（字
光）が出場し、見事６位に入賞しました。

真狩高校担い手激励会２／ 17

　真狩高校を今春卒業し、村内で就職する生徒を激励
しようと、「真狩村担い手激励会」が開催されました。
　川南　光さん（字加野）、佐々木　伯さん（字緑岡）
はいずれも実家に就農。佐々木村長らから激励の言葉
が贈られ、二人は感謝の言葉とともに、「家族の手助
けができるよう勉強して、早く恩返しがしたいです。」
と謝辞を述べていました。

除雪ボランティア２／ 13

２／ 27 新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため小中学校が臨時休校に

　真狩高校では社会教育の一環として、除雪に困って
いる高齢者宅や公共施設等の除雪ボランティアを行っ
ています。
　屋根からの落雪などで積み上がった雪を生徒たちが
手際よく片づけてくれました。
　依頼された方たちは、「今年は雪が少ないものの、
大変助かります」と感謝していました。

　北海道内での感染が拡大する中、道教委の要請を受
け村内の小・中学校の臨時休校を決めました。
　３月１日の真狩高卒業式は、卒業生と教職員のみで
挙行され、翌日からは高校も臨時休校となり、期間も
春休み前まで延長されました。
　引き続き子どもたちの健康管理に努め、一日も早く
元気に登校できる日が来ますように！

QRコードのある記事は、ブログでも紹介しています
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お世話になりました

　外国語指導助手のローラ先生とマルコム先生
が任期を終えました。ローラ先生は３年半、マ
ルコム先生は２年の間、保育所、小・中・高校
の英語の授業や公民館の英会話教室で、楽しく
英語を教えてくれました。
　新型コロナウイルス感染症拡大のため、２月
末から臨時休校や英会話教室が中止となり、皆
さんとお別れをする機会なく真狩村を離れるこ
とになりました。
　ローラ先生は静岡県で外国語指導助手の仕事
につき、マルコム先生はアメリカに帰国し、新
たな道を進みます。村の皆さんには大変お世話
になり、ありがとうございました。

真狩村ホームページ
（https://www.makkari.lg.jp）

から、クリックして
ご覧ください。

村の話題を毎日お伝えします！
小さな村の日記帳・真狩村ブログ

防災無線の放送内容など暮らしの情報
真狩村 Facebook ページ

３／ 16 100 歳おめでとうございます

　大正９年生まれの末廣マスヱさんが、この度
100 歳を迎えられ、北海道福心会真狩羊蹄園にて
皆さんとお祝いしました。村からはお祝い金とお
花を贈呈しました。
　これからも健やかにお過ごしください。誠にお
めでとうございます。

３／ 31

故近藤充さんへ「旭日単光章」の
叙勲授与

　長年にわたり、村代表監査委員等を歴任された、
故近藤充さんが特別叙勲「旭日双光章」を授与され、
この度ご遺族に伝達されました。
　近藤さんは、平成 7年から昨年の 10 月まで村代
表監査委員として地方自治の進展に尽力され、村政
の運営及び財政の適正化、振興発展に努められた功
績が認められ、授与されたものです。

３／ 23
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○スポーツ賞
　真狩バレーボール少年団
　真狩高校女子バドミントン部
　真狩中学校スキーリレーチーム
　（佐々木颯一郎、佐々木ひな太、神　幸太朗）
　小林　駿太（真狩中学校：アルペンスキー）　
　神　幸太朗（真狩中学校：クロスカントリー）

○スポーツ奨励賞　　　
　真狩高校男子バレーボール部
　真狩高校女子バレーボール部
　真狩中学校バレーボール部
　真狩中学校野球部
　小林　賢司（真狩中学校：アルペンスキー）
　三野　愛歩（真狩中学校：　　〃　・水泳）

　昨年、スポーツにおいて優秀な成績を収め、表彰
された団体及び個人は次のとおりです。
　※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、表
彰式は中止させていただきました。）

令和元年度

スポーツ表彰

【注意事項】
①月曜日や年末年始等の公民館休館日を除く空き部屋がある日に開放します。
　（ホール及び婦人研修室は、前日までに空き状況をお問い合わせください。）
②開放場所での飲食はできません。
③視聴覚室は静かに利用してください。
④視聴覚室にゲーム機やおもちゃなどの持ち込みはできません。
⑤ホールに球技など（柔らかい小さなボールを除く）の持ち込みはできません。

 公民館の開放について

　村では、公民館の空き部屋を子ども向けの学習室やフリースペースと
して４月 14 日（火）から無料開放します。
　利用する方は事務所にて、使用簿に入退出時間等を記入してださい。
６月 30 日（火）まで試行期間として開放し、利用状況により開放時間
などを変更する予定です。
　※なお、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、開始延期となる
場合がありますので、ご了承ください。

＊敬称略・順不同・個人は在籍時に表彰となった学校

解放場所 開放日 開放時間 対象者

視聴覚室
（学習スペース）

登校日 放課後～午後５時

小学生・中学生・高校生

登校日以外の日 午前９時～午後５時

ホール
（フリースペース） 火～日曜日 午前９時～午後５時 小学生・中学生と、その保護者

婦人研修室
（フリースペース）

火～日曜日 午前９時～午後５時 就学前の子どもと、その保護者

視聴覚室

ホール

○スポーツ振興賞　　　
　川上　フミ子
　　（真狩ゲートボール連盟）
　石村　ツナ子
　　（真狩ゲートボール連盟）



19

◆◇◆　文　芸　◆◇◆
「晴明 - 隠蔽捜査 8」　　今野敏
「背高泡立草」　　　       古川真人
「空ニ吸ワレシ１５ノココロ」 園田由紀子
「店長がバカすぎて」　   早見和真
「ドミノ in 上海」　　　 恩田陸
「熱源」 　　　　　　　川越宗一

◇◆◇　絵本・児童書　◇◆◇
「14 歳からの政治入門」池上彰
「Michi」　　　junaida
「いちにちうんち」　　    ふくべあきひろ / かわしまななえ
「ショートフィルムズ」 ブックショート / くじょう
「そこえでええはなさかせてや」 はっとりひろき
「トイレロケット」 はっとりひろき
「ねえさんといもうと」 シャーロット・ゾロトウ / 酒井駒子
「もしものせかい」 ヨシタケシンスケ
「てぶくろ【大型絵本】」 ラチョフ，エウゲーニー

・M．【絵】うちだりさこ【訳】
「怪談えほん おろしてください」 

                                               有栖川有栖 / 市川友章 / 東雅夫
「やきいもとおにぎり」 みやにしたつや
「猫ピッチャー【10】」 そにしけんじ

◆◇◆　その他　◆◇◆
「「空気」を読んでも従わない」 鴻上尚史
「あやうく一生懸命生きるところだった」 

ハ ワン【文・イラスト】岡崎暢子【訳】
「オトナ女子の謎不調、ホントに更年期？」    まきりえこ
「子どもを救ういじめが終わる方程式」 　   品田奈美
「１週間に１つずつ　心がバテない食薬習慣」大久保愛
「朝１０分でできるスープ弁当」　有賀薫
「言語化力」　三浦崇宏

　むかーしむかし、あるところに。一寸法師、花
咲か爺さん、つるの恩返し、浦島太郎、桃太郎 ....。
　誰もが知っている昔話がまさかのアリバイくず
し、ダイイングメッセージ、倒叙がえし、密室殺
人、そして誰もいなくなった ...。
　原作どんなんだっけ？と思うくらいのブラック
昔話。犬、鶴、鬼目線なところが物語に入りやす
い。自分的にはつるの恩返しが好きですね。
　最後繋がってなるほどー。と。ミステリー好き
にはぜひ！！

■開館　火～日曜日
　　　　午前９時～午後９時
      （閉館時間が早まる場合あり） 
■貸出　１人１０冊、１４日間
※図書室に係が不在時は、教育
委員会事務室へお越しください。

　令和２年もあっという間に３ヶ月が経ちました
が、現在も新型コロナウイルスに関する情報がた
くさん出ていますね。スポーツ・音楽・芸術イベ
ントなども中止や延期となるなど、楽しみにして
いた方々には辛いですよね。（涙）
　また、経済面でも世界的に大きな打撃を受けて
いるところではありますが、外出を控えたことに
よって、読書への関心が高まり、本の売り上げが
急増している書店も多くあるんだとか。
　読書をたくさんしながら、ウイルスが去るのを
待ちましょう！

インターネットを無料で利用できる

パソコンを 1 台設置しています。

調べものなどにご活用ください。

　　 おすすめの本

　青柳碧人

公民館図書室だより図書室の新しい本

詳しくは、公民館図
書室にある

新着本リストをご覧
ください！

「ちちゃこいやつ」　　　ハドソン , ロブ
　おなかをすかせたおおかみが、ほら穴
のなかのちちゃこいいきものをおびき出
そうと、あの手この手でがんばります。
　はたしておおかみの作戦は、成功する
のでしょうか？

「イマジン？」　　　有川ひろ
　憧れの映像制作の現場に飛び込んだ良助。
　聞きなれない業界用語が飛び交う現場
に戸惑う日々だが、そこは現実と物語を
繋げる、魔法の世界だった。
　やがて良助は、仲間たちが作品に傾け
る熱意に、焦がれるような思いを募らせ
ていく。
　走るしか能のない新米、突っ走る！

「むかしむかしあるところに、

死体がありました。」
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こんにちは！保健係です

令和２年度の保健事業をお知らせします

＊詳細については、住民課保健係（☎ 0136- 45-3612）へお問い合わせください。

対象及び内容 日程

○20歳以上の女性で2年に1度受けられます
（無料クーポン対象者：21歳、26歳、31歳、36歳になる方）
○子宮体部がん検診の対象は、50歳以上で自覚症状のある方です
○経膣エコー検査は希望者のみで実費になります
○40歳以上の女性で2年に1度受けられます
（無料クーポン対象者：41歳、46歳、51歳、56歳になる方）

特定健診 ○40～74歳までの国民健康保険加入者
若年者健診 ○25歳以上40歳未満の男女

高齢者の健康診査○75歳以上の男女

胃がん検診 ○30歳以上の男女

肺がん検診 ○30歳以上の男女

○喫煙歴のある方や自覚症状のある方は喀痰検査をお勧めします

大腸がん検診 ○30歳以上の男女

（無料クーポン対象者41歳、46歳、51歳、56歳、61歳になる方）

前立腺がん検診 ○50歳以上の男性で希望者のみです
肝炎検査 ○初めて受ける41歳、46歳、51歳、56歳、61歳、66歳、71歳になる方は無料です

巡回ミニドック ○農協組合員の方々が受けられる生活習慣病健診・がん検診です 2月26日

7月9日
7月10日
2月1日
2月3日
2月4日
3月24日

5月28日
11月5日

むし歯予防教室 ○4歳児とその保護者が対象です 2月下旬
○生後3か月から1歳頃までのお子さんが対象です 5月7日
○ブックスタート事業も行っております 8月11日
○小児科医の診察、栄養指導、歯科指導が受けられます 11月12日

2月9日
○生後3か月から1歳2ヶ月までのお子さんが対象です 6月4日
○栄養指導が受けられます 7月2日

9月3日
12月3日
1月7日
3月4日

妊婦学級 ○妊娠届提出者全員が対象です。妊娠届提出時に希望を伺います 5、8、1月頃
○1歳6か月健康診査
平成30年4月11日～平成30年10月14日生まれのお子さんが対象です
○3歳児健康診査
平成28年10月11日～平成29年4月14日生まれのお子さんが対象です
○1歳6か月健康診査
平成30年10月15日～平成31年4月8日生まれのお子さんが対象です
○3歳児健康診査
平成29年4月15日～平成29年10月8日生まれのお子さんが対象です
○小学3年生以上の全住民が受けられます 7月下旬

8月中旬
12月上旬

○一般住民の方が対象です 第1・3水曜日
○5～8月は村内の4～5km程度のコースを歩きます 5月29日
○2月はかんじきウォーキングを行います 6月19日
○一般住民の方が対象です 7月17日

8月21日
2月19日

4月14日

幼児健康診査

10月8日

○全村民の歯と歯ぐきの健診です

フッ素塗布事業

2月27日予定

ふまねっとクラブ

献血 ○16歳以上65歳以下の全住民が受けられます

女
性
の

が
ん
検
診

事業名

乳がん検診

4月13日

2月5日

歯
科
保
健

事
業

乳児健康診査

乳児健康相談

歯ッピー健診

5月19日
12月17日
12月18日

5月19日

子宮がん検診

健
康
増
進

事
業

ウォーキング事業

結果報告会

○生活習慣病健診、がん検診を受けられた方を対象に結果説明を行います

生
活
習
慣
病
健
診
・
が
ん
検
診

○1歳から小学生までのお子さんが対象です

結核検診 ○65歳以上の全住民が受けられます

母
子
保
健
事
業

エキノコックス症検診
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発信★子育て支援情報

子育て支援センターゆうゆうの様子

◆時間
　月～金曜日（年末年始、祝日を除く）
　・あそびのひろば　10：00 ～ 16：00
　・子育て相談　　　 8：45 ～ 17：30
◆場所　真狩村字真狩 49-1
◆連絡先　☎ 45-2181　FAX45-3528
     e-mail sien_yuyu@vill.makkari.lg.jp

真狩村地域子育て支援センター「ゆうゆう」

　2019 年度の終わりを迎え、新型コロナウイルスの影響で、
ゆうゆうに訪れる親子の人数が少なくなった月になりました。
　親子のみなさま、体調管理には十分お気をつけて！早く終息
することを願っています。
　春が待ち遠しい季節ですが、３月をもってゆうゆうを卒業さ
れる親子のみなさまお元気で！また、親子でリフレッシュしに
遊びにきてくださいね。そして、新しくゆうゆうの仲間入りを
する親子のみなさま、沢山のご利用をお待ちしています。

これからの予定
〇今年度の子育て講座
「感染症予防について」
「噛む力と飲み込む力」
「母乳について」
「ベビーマッサージ教室」
「絵本とおもちゃについて」
〇まっかり保育所との合同行事
　運動会・七夕まつり・クリスマス
　・節分・ひなまつり
※新型コロナウイルスの状況を考慮
しながら実施を検討しています。
　実施日程が決まりましたら、防災
無線や広報でお知らせします。

ドミノ倒し楽しいね！２/ ３　豆まき会
おにはそと～ふくはうち♪

お母さんと粘土に夢中～♪

（FRIDLIN 社）　
　ドミノ倒しの動作で、立てる、並べる、倒すこ
とを楽しみます。音や色もきれいで子どもは思わ
ず手を伸ばして遊びたくなります。小さい年齢か
らも遊べる玩具になっています。

絵：すがわらけいこ　文：やまぐちりこ
　ぱんだのかわいいダンスから始まり、おしりふ
りふり、ぷるんぷるん、ごろんごろんなどの楽し
い言葉がたくさん出てきます。一緒に絵本を見な
がら親子で踊っても楽しめる絵本です。

●子育てメモ　おもちゃであそぼう　
「ストレートドミノ」（対象年齢：１歳～）

●おすすめ絵本　
「ぱんだんす」（対象年齢：０歳～）
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真
狩
村
人
事

※
（
　
）
は
前
職

３
月
31
日
付

【
村
長
部
局
】

■
退
職
辞
令

　

西
村　

清
嗣

　
（
農
業
委
員
会
農
地
係
長
）

■
産
業
課
農
政
係

　

佐
藤　

広
大
（
教
育
委
員
会
社

　

会
教
育
係
兼
学
校
教
育
係
）

■
北
海
道
へ
派
遣

　

佐
藤　

広
大（
産
業
課
農
政
係
）

４
月
１
日
付

【
村
長
部
局
】

■
住
民
課
長　

遠
藤　

寿

　
（
建
設
課
長
）

■
建
設
課
長　

酒
井　

秀
利
（
総

　

務
企
画
課
参
事
兼
地
域
振
興
係
長
）

■
総
務
企
画
課
参
事

　

岩
原　

清
一
（
住
民
課
長
）

■
ま
っ
か
り
保
育
所
主
査
兼
御
保

　

内
へ
き
地
保
育
所
主
査

　

萬
年　

紀
子
（
ま
っ
か
り
保
育
所

　

主
任
兼
御
保
内
へ
き
地
保
育
所
主
任
）

■
総
務
企
画
課
企
画
調
整
係
長
兼

　

地
域
振
興
係
長

　

松
枝　

主
範
（
総
務
企
画
課
企

　

画
調
整
係
長
兼
地
域
振
興
係
）

■
産
業
課
農
政
係
兼
畜
産
林
務
係

　

淡
川　

泰
良
（
北
海
道
職
員
）

■
ま
っ
か
り
保
育
所
勤
務
兼
御
保

　

内
へ
き
地
保
育
所
勤
務

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　
（
３
月
31
日
付
退
職
）

西
村　

清
嗣

　
（
農
業
委
員
会
農
地
係
長
）

◆
真
狩
小
学
校

　

校
長　

丸
岡　

哲
也

　
（
寿
都
町
立
寿
都
小
学
校
）

　

教
頭　

市
川　

淳
子

　
（
岩
内
町
立
岩
内
西
小
学
校
）

　

教
諭　

小
野　

正
史

　
（
蘭
越
町
立
蘭
越
小
学
校
）

　

教
諭　

稲
垣　

樹
里（
新
採
用
）

　

特
別　

佐
々
木　

陽
子

　
（
真
狩
村
立
真
狩
中
学
校
）

◆
御
保
内
小
学
校

　

教
頭　

佐
々
木　

英
美

　
（
黒
松
内
町
立
白
井
川
小
学
校
）

　

教
諭　

高
橋　

大
樹

　
（
倶
知
安
町
立
倶
知
安
西
小
学
校
）

　

教
諭　

加
藤　

峰
彦

　
（
小
樽
市
・
災
害
派
遣
）

　

養
護
教
諭　

寺
井　

優
海

　
（
新
採
用
）

◆
真
狩
中
学
校

　
教
諭　

遠
藤　

友
美
恵

　
（
室
蘭
市
立
桜
蘭
中
学
校
）

先
生
の
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
４
月
１
日
付
）

◆
真
狩
小
学
校

　

校
長　

水
口　

正
紀

　
（
小
樽
市
立
桜
小
学
校
）

　

教
頭　

道
場　

伸
哉　

　
（
寿
都
町
立
潮
路
小
学
校
）　

　

教
諭　

飯
島　

直
哉

　
（
岩
内
町
立
東
小
学
校
）

　

教
諭　

高
橋　

明
奈

　
（
倶
知
安
町
立
北
陽
小
学
校
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　
　 

※
（
　
）
は
前
任
地

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　
　
※
（
　
）
は
後
任
地

　

教
諭　

芦
田　

城
彰

　
（
余
市
町
立
余
市
東
中
学
校
）

◆
真
狩
高
等
学
校

　

校
長　

西
村　

博
幸

　
（
北
海
道
旭
川
農
業
高
校
）

　

教
頭　

安
彦　

勇
二

　
（
北
海
道
帯
広
農
業
高
校
）

　

期
限
付
教
諭　

田
中　

莉
瑠
穂

　
（
北
海
道
真
狩
高
校
講
師
）

　

期
限
付
教
諭　

中
村　

淳

　
（
北
海
道
倶
知
安
農
業
高
校
）

　

佐
藤　

栄
梨
（
真
狩
村
子
育
て

　

支
援
セ
ン
タ
ー
勤
務
）

■
総
務
企
画
課
総
務
係
併
任
真
狩

　

村
選
挙
管
理
委
員
会
書
記

　

久
保　

光
司
（
議
会
事
務
局
庶
務
係

　
兼
議
事
係
兼
職
真
狩
村
監
査
委
員
書
記
）

■
出
納
室
出
納
係

　

久
野　

綾
香
（
総
務
企
画
課
総
務
係

　

併
任
真
狩
村
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
）

■
住
民
課
福
祉
係
兼
介
護
係

　

渡
辺　

健
志
（
産
業
課
畜
産
林

　

務
係
兼
農
業
振
興
係
）

■
産
業
課
耕
地
係

　

長
谷
川　

斎
（
再
任
用
）

【
議
会
事
務
局
】

■
議
会
事
務
局
庶
務
係
兼
議
事
係

　

兼
職
真
狩
村
監
査
委
員
書
記

　

横
山　

栄
子（
出
納
室
出
納
係
）

【
農
業
委
員
会
】

■
農
地
係　

　

西
村　

清
嗣
（
再
任
用
）　

【
教
育
委
員
会
】

■
社
会
教
育
係
兼
学
校
教
育
係

　

小
寺　

翔
太
（
住
民
課
福
祉
係

　

兼
介
護
係
）

■
真
狩
小
学
校
教
諭

　

西
田　

法
文
（
任
期
付
職
員
）

【
羊
蹄
山
ろ
く
消
防
組
合
真
狩
支
署
】

■
支
署
長

　

武
川　

幸
彦
（
留
寿
都
支
署
）

■
機
械
係
長
兼
消
防
団
係
長

　

原
田　

一
也
（
留
寿
都
支
署
）

■
予
防
係
長

　

別
府　

寿
孝
（
留
寿
都
支
署
）

■
消
防
係
兼
機
械
係

　

佐
藤　

優
輝
（
ニ
セ
コ
支
署
）

【
羊
蹄
山
ろ
く
消
防
組
合
蘭
越
支
署
】

■
支
署
長

　

山
上　

忠
彦
（
真
狩
支
署
）

【
羊
蹄
山
ろ
く
消
防
組
合
ニ
セ
コ
支
署
】

■
予
防
係

　

松
田　

簾
（
真
狩
支
署
）

【
羊
蹄
山
ろ
く
消
防
組
合
留
寿
都
支
署
】

■
消
防
団
係
長
兼
消
防
係
主
任

　

渡
辺　

保
（
真
狩
支
署
）

■
機
械
係
長
兼
予
防
係
主
任

　

小
林　

淳
（
真
狩
支
署
）

◆
御
保
内
小
学
校

　

教
頭　

洲
﨑　

陽
一

　
（
室
蘭
市
立
み
な
と
小
学
校
）

　

教
諭　

金
本　

真
一

　
（
後
志
教
育
局
指
導
主
事
）

◆
真
狩
中
学
校

　

教
諭　

長
峯　

洋
一

　
（
退
職
）

　

教
諭　

牧　

恭
子

　
（
小
樽
市
立
北
陵
中
学
校
）

　

特
別　

佐
々
木　

陽
子

　
（
真
狩
小
学
校
※
中
学
校
兼
務
）

◆
真
狩
高
等
学
校

　

校
長　

青
木　

保
繁

　
（
北
海
道
札
幌
あ
す
か
ぜ
高
校
）

　

教
頭　

中
西　

聖

　
（
北
海
道
旭
川
農
業
高
校
）

　

期
限
付
教
諭　

三
木　

崇
裕　

　

期
限
付
教
諭　

冨
田　

洸
弥
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時場申 対 問

I
N

F
O

R
M

A
T
I
O

N

詳
し
く
は
関
係
機
関
に

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

真狩村防犯協会・倶知安警察署

　

令
和
２
年
３
月
分
（
４
月
納
付

分
）
か
ら
健
康
保
険
料
率
は
10
・

41
％（
プ
ラ
ス
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
）、

介
護
保
険
料
は
１
・
79
％
（
プ
ラ

ス
０
・
06
ポ
イ
ン
ト
）
と
な
り
ま

す
。
健
康
保
険
及
び
介
護
保
険
料

の
引
き
上
げ
に
関
し
ま
し
て
、
何

卒
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け

ん
ぽ
）
北
海
道
支
部

☎
０
１
１
‐
７
２
６
‐
０
３
５
２

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部

か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
２
年
度

「
協
会
け
ん
ぽ
の
健
診
」

　

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
で
は

年
度
内
に
１
回
、
加
入
者
の
皆
様

の
健
診
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て

い
ま
す
。
35
歳
か
ら
74
歳
の
被
保

険
者
（
ご
本
人
）
さ
ま
へ
は
、
が

ん
検
診
を
含
め
た
充
実
し
た
健
診

項
目
の「
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
」

を
、
40
歳
か
ら
74
歳
の
被
扶
養
者

（
ご
家
族
）
さ
ま
へ
は
、
メ
タ
ボ

問 令
和
２
年
度
調
理
師
試
験
の

実
施
に
つ
い
て

　

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
８
月
25
日
（
火
）

　

札
幌
市

　

学
校
教
育
法
第
57
条
に
規
定
す

る
者
で
、
食
品
衛
生
法
施
行
令
に

掲
げ
る
営
業
に
お
い
て
２
年
以
上

調
理
業
務
に
従
事
し
た
者
。
詳
細

は
保
健
所
で
確
認
し
て
下
さ
い
。

　

平
成
31
年
５
月
11
日
（
月
）
か

ら
５
月
22
日
（
金
）
ま
で

※
願
書
は
、
保
健
所
で
受
取
る

か
、
道
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
下
さ
い
。

　

倶
知
安
保
健
所
企
画
総
務
課
企
画
係

☎
０
１
３
６
‐
２
３
‐
１
９
５
２

令和２年度当番病院のおしらせ
　当番病院は倶知安厚生病院です。

（倶知安町北４条東１丁目　TEL：0136-22-1141）
　夜間…………午後５時から午後７時まで
　土曜日………午後０時から午後５時まで
　休日…………午前９時から午後５時まで
　救急・急病…24 時間対応

問

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し

た
「
特
定
健
康
診
査
」
の
２
つ
の

健
診
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
早
期
発

見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
も
年
に

一
度
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け

ん
ぽ
）
北
海
道
支
部

☎
０
１
１
‐
７
２
６
‐
０
３
５
２

問 ◆
予
約
制
で
す

　

小
樽
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

☎
０
１
３
４
‐
６
５
‐
５
０
０
２

◆
予
約
申
込
時
に
次
の
こ
と
を
確

認
し
ま
す

①
基
礎
年
金
番
号
（
年
金
手
帳
や

年
金
証
書
な
ど
、
基
礎
年
金
番
号

が
わ
か
る
も
の
）

②
相
談
内
容

③
希
望
日
時
（
先
着
順
で
す
）

会場・時間 日　　程

後志労働福祉センター
（倶知安町）

４月 16 日、５月 21 日、６月 18 日、
７月 16 日、８月 20 日、９月 17 日、
10 月 22 日、11 月 19 日、12 月 17 日、
１月 21 日、２月 18 日、３月 18 日

午前 10 時 30 分から
午後３時 30 分まで

岩内地方文化センター
（岩内町）

４月 23 日、５月 28 日、６月 25 日、
７月 21 日、８月 27 日、９月 24 日、
10 月 21 日、11 月 26 日、12 月 24 日、
１月 28 日、２月 25 日、３月 25 日

午前 10 時 30 分から
午後４時まで

出
張
年
金
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

～地域安全ニュース～

２月末交通事故発生状況
年　別区　分 ２年 元年

人　身 ０件 １件
物　損 13 件 17 件
死　者 ０名 ０名

事件関係
・商業施設のガラスが割られて侵入され、
現金が盗まれる事件がありました。

交通事故
・１月２、８日、道道洞爺線上において単
独路外逸脱事故が発生しました。

・２月４日、道道岩内洞爺線において、単
独路外逸脱事故が発生しました。 ゴールデンウィークの歯科当番病院

月日 診療時間 病院名

５月３日

９時

12 時

 ロイヤル歯科医院 
                                     TEL：0136-22-5585
（倶知安町北１条西３丁目８番地１）

５月４日
 ぶなの森レインボー歯科クリニック     
                                     TEL：0136-77-2216 
（黒松内町字黒松内 290 番地）

５月５日
 ふじ歯科クリニック
　　　　　　　    TEL：0136-31-2141
（喜茂別町喜茂別 356-1）

～
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こんにちはよろしく いつまでもお幸せに   世帯と人口ご冥福をお祈りします
前月末比

（ ３月末日現在 ）

撮影・二階堂茂樹さん

しりべし弁護士相談センター

行政への苦情は行政相談委員へ
　行政とのパイプ役を務めておりますので、行政に対す
る苦情や要望、困っていることなどがございましたら、
お気軽にご相談ください。
　　　　　　  真狩村行政相談委員  遠藤美也子

真狩村字真狩 44 番地 37（TEL45-2764）

身
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地
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子
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ピ
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に
染
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て
百
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池
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チ
セ

雪
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で
思
わ
ず
滑
っ
て
膝
を
突
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不
安
が
よ
ぎ
る
健
診
帰
り

池
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目
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焼
失
と
ふ
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瓦
礫
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苦
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淑
子

　
　
　
　
　
　
　
　

後志地域のみなさんの法律相談をお受けします
   ４月の相談日程

１日（水）・８日（水）・15 日（水）・22 日（水）
   ５月の相談日程

13 日（水）・20 日（水）・27 日（水）
　○事前予約制　
　○予約受付　平日午前 10 時～午後４時
　○電話　0135（62）8373

世帯　    ９５７戸 ( -20)

人口　２，０４６人( -32)

（男）    １，０１８人( -23)

（女）    １，０２８人( -9)

桜　川　大浦　秋義
               2/3 （92歳）

豊　川　宮崎　道子
               2/19 （99歳）

　社　　佐藤　よし子
               3/21 （92歳）

ご利用ください
ようてい地域消費生活相談窓口

相談専用電話 0136 - 44 - 1600
平日   午前８時 40 分～午後５時 15 分

悪徳商法や商品の安全性などのご相談に
専門相談員が対応します。お気軽にご相
談ください。（従来どおり役場総務企画
課総務係でも相談できます。）

真　狩　　堀田　岳
たける

　
2/14  （ 衛 ）

真　狩　　代田　瑞
たま

2/22（翔士）

真　狩　　梶谷　律
り つ と

斗
3/3  （昭彦）

真狩村　漆原　涼　  
2/17

札幌市　佐藤　小春

真狩村　印南　佑紀　
3/4

ニセコ町　若林　摩弥

真狩村　森崎　雅実　
3/26

真狩村　近藤　麻美


